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選
挙
区
選
挙
は
候
補
者
名
で
　
比
例
代
表
選
挙
は
政
党
名
で

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日

伝えよう　自分の気持ちを　一票に

任
期
満
了
に
よ
る
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
、
7
月
1
2
日
日

に
行
わ
れ
ま
す
。

国
政
を
託
す
人
を
選
ぶ
大
切

な
選
挙
で
す
。
棄
権
せ
す
、
み

ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
よ

Ｉつ
。市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
3
6
6
・
7
3
8
6

番

松

戸
市

で

投

票
で

き

る
人

昭
和
5
3年
7
月
1
3日
ま
で
に
生
ま

れ
、
平
成
1
0年
３
月
２
日
ま
で
に
松

戸
市
に
転
入
の
届
け
出
を
し
、
引
き

続
き
居
住
し
て
い
る
人
。

平
成
1
0年
３
月
５
日
以
降
に
松
戸

市
に
転
入
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、

前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
月
1
2日
以
降
に
転
出
し

た
人
は
、
松
戸
市
か
現
住
所
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

投
票

時

間
が

長

く
な

り

ま
し

た

午
前
7
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
投

票
が
で
き
ま
す
。

夕
方
ま
で
仕
事
や
用
事
が
あ
る
人

で
も
、
そ
れ
を
済
ま
せ
て
か
ら
投
票

に
行
け
ま
す
。

不

在

者

投

票
が

し

や

す

く
な

り

ま
し

た

自
宅
で
自
営
業
を
さ
れ
て
い
る
人

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
私
用
で
投
票
日
当
日
に
出
か
け
る

予
定
が
あ
る
人
も
、
不
在
者
投
票
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

不在者投票の会場と受け付け

会場 市役所本館2 階大会議室 市内各支所

期間 6/25木～7/11土 7/3金～11土

時間 午前8時30分～午後8時 午前8時30分～午後5時

対象
市内に住所を有する 選

挙人

各支所の管内に住所を

有する選挙人

※不在者投票は土 一日曜日もできます。

印 鑑は不要です。

選

挙
公

報

7
月
８
日
水
に
、
朝
日
・
産
経
・

千
葉
日
報
・
東
京
・
日
本
経
済
・
毎

日
・
読
売
の
各
紙
朝
刊
に
折
り
込
み

ま
す
。
な
お
、
各
支
所
・
市
民
セ
ン

タ
ー
に
も
用
意
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
ぐ
だ
さ
い
。

市

の

ホ

ー

ム
ペ

ー

ジ
に

参

議
院

議

員
通

常

選
挙

の

情
報

を

特

設

投
票
日
当
日
は
投
票
速
報
と
開
票

速
報
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
ぐ

だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
右

上
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

お

わ
び

６
月
2
2日
に
郵
送
し
ま
し
た
投

票
所
整
理
券
の
記
載
で
、
支
所
の

不
在
者
投
票
開
始
日
の
曜
日
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び

し
ま
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

八柱駅南口周辺の混雑を緩和

市民参加型による基本計画の策定

八柱駅南口駅前広場周辺は 、近年 、交通混

雑が激しくなり、そのため交通事故も多発す

るなど間題を抱えています。

市ではこうした現状を改善するため、市民

・企業・行政が協働で行動する「八柱駅南口

駅前広場快適化事業対策協議会」を平成９年

９月に設置し ました。

協議会では 、複雑な交通の流れの改良や、

歩行者の快適化 、文化施設利用者に対する誘

導口とし ての機能強化、地域の顔としての駅

前広場の充実、高齢者時代への対応など 、さ

まざまな検討を重ね基本計画を策定しました。

協議会から市へ提案いただいた 、広場前道

路の大幅な交通規制変更（右図のとおり）を

含む基本計画に基づき、八柱駅南口駅前広場

快適化事業を展開する予定ですので、皆さん

のご理解・ご協力をお願いし ます。

なお 、基本計画は、建設局企画調整室・常

盤平支所で閲覧できますので、ご意見等があ

りましたら協議会事務局へお願いします。

問八柱駅南口駅前広場快適化事業対策協議会

事務局（建設局企画調整室内）℡366-7356 番

変
更
後
の
交
通
規
制

現
在
の
交
通
規
制

五
感
で
感
じ
る
み
ん
な
の
川
で

遊
ぼ
う

江
戸
川
流
水
保
全
水
路
が
完
成

水
道
水
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
江
戸
川
の
水
を
守
る
江
戸
川
流

水
保
全
水
路
（
仮
称
）
が
完
成
し
、
江
戸
川
の
河
川
敷
に
新
た
な
親
水

ス

ペ
ー
ス
が
誕

生
し
ま
し

た
。

完
成

を
記
念
し
て
通
水
式

と
楽

し

い
イ
ベ
ン

ト
を
行

い
ま
す
の
で

、

ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ

い
。

7
月
1
1
日
土
午
前
1
0
時
～
午
後

１

時

〔
小

雨
決
行
〕
　

会
場
古
ケ

崎
地
先
江

戸
川
河
川
敷

内
容
川

の
学
習

コ

ー
ナ

ー
・
ザ
リ
ガ
ニ
釣

り
大
会

・
お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン

・
フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

ほ
か

※
流
水
保
全
水
路
の
愛
称
を
募
集
。

河
川

課

℡
3
6
6・
7
3
5
9

番

夏の音色も楽しもう スズムシを 配布し ます

日時･･･7月23日木午前10時～11時30分

（雨天決行）

会場…西口公園・小金原公園

持ち物…虫かご（ビニール袋など飼育

できないものは不可）

※１人当たりオス、メス各２匹を先着順に配布します。

※虫かご( 飼育マッ ト入り) を 各会場で 販売し ます。

財)まつ ど街と 水辺の 緑化基金 ℡345-9846 番

会 場 案 内 図

人 口 と 世 帯　6 月1日現在

人口461,923 人 ［+ 383］

男234,092 人 ［+ 143 ］

女227,831人［＋24O］

世帯177,101 世帯［+ 298］

[
]
は
前
月
比

主な内容

進めています行政リストラ　 ②

松戸市平和コンサート　　　③

夏休みイベント特集　　　 ④⑤

情報チャンネル　　　　　⑥⑦



広報ま つ ど1998 年(平成10年)7月5日

進めています
行政リストラ

事務管理課366-7307番

市
で
は
、
平
成
7
年
1
1月
に
「
松

戸
市
行
政
リ
ス
ト
ラ
実

施
計
画
」
を
策
定

し
、
平
成
ｉ
年
度
か
ら
平
成
1
0
年
度
の
三
ヵ
年
で
、
二
百
九
十
六
項
目
に
及
ぶ

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
実
施
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市

民

と

行

政
の

パ

ー
ト

ナ

ー
シ

ッ

プ
の

強
化

実

現
を

め

ざ
し

て

◆
審
議
会
等
の
改
革

審
議
会
等
委
員
選
任
基
準
の
策
定

◆
支
所
機
能
の
改
革

窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
・
充
実
の

た
め
に
、
テ
レ

ビ
電
話
・
転
送
電
話

の
導
入
、
国
民
年
金
や
国
民
健
康
保

険
の
支
所
取
扱
範
囲
の
拡
大
、
支
所

に
お
け
る
不
在
者
投
票
の
実
施
等

◆
教
育
施
設
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
改

革
学
校
余
裕
教
室
の
活
用
を
図
る
た

め
「
松
戸
市
余
裕
教
室
活
用
計
画
策

定
委
員
会
」
の
設
置

◆
申
請
・
支

払
等
の
手
続
き
の
改
革

行
政
手
続
条
例
の
制
定

社

会

環

境

の

変
化

に

適

応

し

た

施

策
の

再

編

◆
転
換
す
る
事
業
　

子

ど
も
映
画
大
会
を
移
動
児
童
館

人
形
劇
に
転
換

◆
方
法
を
改
革
す
る
事
業

地
域
防
災
計
画
の
強
化

新
た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築

◆
監
査
機
能
の
改
革

行
政
監
査

（
事
務
監
査
）
の
実
施

◆
補
助
金
、
業
務
委
託
、
受
益
者
負

担
制
度
の
改
革

補
助
金
交
付
に
関
す
る
指
針
、
業

務
委
託
指
針
、
受
益
者
負
担
適
正
化

に
向
け
て
の
指
針
等
の
策
定

◆
財
産
の
処
分

松
戸
市
統
計
書
の
有
償
提
供

◆
行
政
事
務
の
改
革

女
性
消
防
団
員
の
採
用

現
在
ま
で
の
、
実
施
状
況

は
約
九

○
％
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
、
事
業
実
施
に
つ
い

て
、
適
時
、
そ
の
内
容
を
お
伝
え
し

て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
そ
の
他
の

事
業
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。
引

き
続
き
、
課
題
解
決
に
向
け
て
努
力

し
ま
す
。

別表　 「行政リストラ実施計画」の実施状況 （その他の事業）

市民と行政のパートナーシップの強化

●女 性行動 計画進 行管 理評価 の市民 意識調 査の 実施● 消費生 活モニタ ー の任期延 長●市 政 モニタ ーの任 期等の変 更●こ

どもモニターの活用●まつどブランドの創造と広報●広報紙発行回数の増加●地域版の新設●市民手帳の強化、充実●議会

会議録の 見直し ●納 税義 務者へ の課税明 細 書の送付 ●女 性行動 計画推 進協 議会に 公募委 員を 導入● 市で 行う 講座 で保育･

サービスを実 施 ● 女性セン タ ー運営協 議会を ボラン ティア 委員で運 営●観 光まち づく り への市民 参加＝ 観光大 使●道路

緑花への市民参加●外国人への相談窓口の設置●消費生活相談の充実強化●高齢者等に優しい公共施設設計指針の策定

●常盤平さくら通り等の快適環境の整備●自転車駐輪場の適正管理●特色ある市立高校への見直し●図書館本館夜間開館

のべ銀行実施●保育所入所に予約制度の実施●すくすくサポートネットワークの拡充●収入証紙の廃止●寄付募集許可制度のあり方の検討ｉ

社会環境の変化に適応した施策の再編

●前納報奨金制度の廃止●かさあげ工事資金融資事業（縮小）●乳酸菌飲料配布事業を訪問電話事業に転換●中小企業預託

融資に係る一律利子補給を段階補給に変更●観光地(矢切、本土寺)周辺の整備充実●障害者雇用促進の支援●ファミリ-

サポートセンター事業の実施

新 たな 行政 シ ステ ム の 構築
●高速製本印刷機の導入による印刷費の軽減●敬老おこづかい等の一律給付の見直し●農業基本構想による振興要綱およ

各種制度資金の見直し●国民健素保険料納付組合補助金の見直し●一般文書送付時の封書からはがきへの積極的転換●普通

財産貸付地 の売 却促進●粗大ご み収集 の有料 化●行政深 證研修の増 設● 接遇研 修の 増設と受 講者の拡大●老人日常生活用 具

給付、貸与事業の業務委託●市作成文書の一部公印省略●ごみ多量排出業者対策の充実●全事業者届出制度の改正●環境９

報の収集・解析・提供共●市有建築物耐震改修推進委員会の設置●救助隊の再編成●防火防災指導の対話方式化●人間ドック

利用の促進●国際交流室（文化国際担当）の設置●観光担当組織の設置●福祉公社によるホームヘルプサービス事業の拡大●文化振興財団による森のホール21等の管理運営●水道使用料の改定

公
営

住
宅

法

の
改
正

に
よ

り
今

回

の
募
集

か
ら

第
一

種

・
二

種

の
区

分

が
廃
止

さ

れ
、
ま

た
収
入

等

に
よ

り

家
賃

が
毎
年

度
決

定

さ
れ

る
こ
と

に

な
り
ま

し
た

。

入
居
資
格
…
①
松
戸
市
に
住
民

登
録

を
し
て

い
る
人

、
ま
た

は
松

戸

市

内

に
勤
務

場
所

を
有

す

る
人
②

現

に
同

居
し

、
ま
た

は
同

居
し

よ
う

と

す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様

の
事

情

に
あ

る
人

、
婚
姻

の
予

定

者
を
含

む
）

が
あ
る

人

（
老

人
等

は

単
身
可

）

③
年

間

総

収
入

が
表
１

・

２

の
収
入
基

準

に
該
当

す

る
人

（
た

だ

し

二

人

以

上

の

収

入

が

あ

る

世

帯

・
寡
婦

（
夫
）

控

除

・
身

障
者

控

除

の
対
象

者

の
い

る
世
帯

は
、
金

額

が
変
わ
り

ま
す

）
④
現

に
住

宅

に
困

窮

し
て

い
る
こ

と

が
明

ら

か
な
人

申
込

用

紙
の

配

布
：
７
月
1
4日
火

～

２
日

火
午
前

９
時

～
午

後
５
時

の

問
に
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
、
住

宅

課
と
各

支
所

で
配

布

申

込

受

付
・：

７
月
2
1
日

火

～

２

日

火
午

前
９
時

～
午

後
５

時

の
間

に

（
土

・
日
曜

日

を
除

ぐ
）
、

住
宅
課

で

受

付
け

入

居

時

期

…

空

家

が
生

じ
次
第

当
選
順
位
に
よ
り
入
居
。
平
成
1
1
年

５

月
末
日

ま
で
に

空
家

が
生

じ

な
い

場

合

は
、
当
選

権

が
失

効
し

ま
す

。

問
住
宅
課
住
宅
政
策
係
℡
3
6
6
・
7
3

6
6

番

ご
存
じ
で
す
か

マ
ン
シ
ョ
ン
標
準
管
理
規
約

住
宅
（
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
）
は
、

貴
重
な
財
産
で
す
。

安
定
し
た
ゆ
と
り
あ
る
住
生
活
を

確
保
し
、
住
み
慣
れ
た
住
宅
で

い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
日
ご
ろ
の
維
持
管
理
が
大

変
重
要
で
す
。

維
持
管
理

が
お
ろ
そ

か
に
な

る

と
、
資
産
価
値
が
低
下
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
機
能
も
低
下
し
、
と
き
に

は
不
慮
の
事
故
に
つ
な
が
る
場
合
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
防
ぐ
に
は
、
計
画
的
に

修
繕
を
す
る
な
ど
の
適
正
な
管
理
が

大
切
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
木
造

住
宅
な
ど
に
比
べ
は
る
か
に
丈
夫
で

あ
る
と
の
固
定

観
念
が
あ

る
こ
と

や
、
共
有
財
産
と

い
う
こ
と
か
ら
管

理
が
行
き
届
か
な

い
こ
と
な
ど
の
理

由
で
、
外
壁
改
修
な
ど
の
大
規
模
修

繕
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
有
者
の
合
意
が
成
立
せ

ず
、
実
行
で
き
な

い
事
態
が
生
じ
ま

す
。ま

た
、
駐
車
場
利
用
の
ト
ラ
ブ
ル

や
生
活
騒
音
の
発
生
な
ど
、
日

々
の

快
適
な
生
活
の
妨
げ
と
な
る
よ
す
な

問
題
が
生
ず
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
す
な
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ

に
は
、
管
理
な
ど
に
関
す
る
し
っ
か

り
し
た
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

そ
こ
で
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
適

正

な
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

国
で
は
「
中

高
層
共
同
住
宅
標
準
管

理
規
約
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
れ
を
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
、

い
つ
ま
で
も
快
適
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

こ
の
標
準
管
理
規
約
を
必
要
と
さ

れ
る
人
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
課
住
宅
政
策
係
℡
3
6
6
・
７
３

６
６
番

表 １

給 与所得者1人の場合の早見表 ㈲ 年1年間の総収入）

家族数 単身者 ２ 人 ３ 入 ４ 人 ５ 人

原則階層

総収入金額

3,675,999

円以下

4,151,999

円以下

4,627,999

円以下

5,103,999

円以下

5,575,999

円以下

裁量階層’総収入金額

4,695,999

円以下

5,171,999

円以下

5,647,999

円以下

6,123,999

円以下

6,595,999

円以下

表 ２

事業所得者1人の場合の早見表面年1年間の必要経費控除後の所得金額）

家族数 単身者 ２ 入 ３ 人 ４ 人 ５ 人

原則階層

総収入金額

2,400,000

円以下

2,780,000 3,160,000

円以下　　|円以下

3,540,000

円以下

3,920,000

円以下

裁量階層

総収人金額

3,216,00)

円以下

3,596,000

円以下

3,976,000

円以下

4,356,000

円以下

4,736,000

円以下

※裁量階層＝高齢者・障害者・戦傷病者・被爆

者・海外引揚者の各世帯

福祉

ファイル
No1

2

し あ わせ 課 の 紹 介

第3回

ショートステイ事業に

ついて

しあわせ課　366－73

448番

前
回
は
療
育
手
帳
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
三
回
目
の

今
回
は
重
度
身
体
障
害
者
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
（
短
期
保
護

）
事
業

、

心
身
障
害
児
（
者
）
短
期
入
所
事

業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

重

度

身

体

障

害

者

シ

ョ

ー
ト

ス

テ

イ
（
短

期

保

護

）
に

つ

い
て

重

度

の
身
体

障
害
者

を
介

護
し

て

い

る
家

族

が
、
病
気

な
ど

の
理

由

な
ど

の
た

め
家

庭
で

介
護

が
で

き
な
く

な
っ
た
場

合
、

障
害

者
の

人

を
一
時

的

に
身

体

療
護
施
設

等

で

お
世
話

す

る
事
業

で

す

。

平

成
1
0
年
度

は
、
県

内
十
ヵ

所

の
療
養
施
設
と
契
約
し
て
い
ま
す
。

利

用

方

法
・：
申

請

書

・
診

断

書

・
状
況

調
査

書

・
誓

約
書

が
必

要

に
な
り

ま
す

。
詳
し

い
内

容

に

つ

い
て

は
、
し

あ

わ
せ

課

へ
お
問

い
合

わ
せ

く

だ
さ

い
。

利
用

期

間
…
原

則
と

し
て

七
日

間

で
す

が
、

や
む

を
得

な

い
理
由

の
場

合
は
延
長

す

る
こ

と

が
で

き

ま

す

。
心

身

障

害

児

（
者

）
短

期

入

所

事

業

に

つ

い
て

心

身
障

害
児

（
者
）
を
介

護

し

て

い
る
家
族

が
、

病
気

な
ど

の
た

め
に
介

護

が
で
き

な
く

な

っ
た
場

合

、

心
身

障

害
児

（
者
）
の
人

を

一
時
的
に
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
、

児

童

福
祉
施

設
等

で
お

世
話

す
る

事
業

で
す
。

利
用
方
法
…
申
請
書
・
登
録
書

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
登
録
有
効

期

間

は
二
年

間
で

す
。

な
お

、
十

八
歳
未

満

の
人
は

最
寄

り
の
児

童

相
談
所

を
通

じ
て

の
入
所

と

な
り

ま
す

。

ど
ち
ら
も
、
窓
口
は
し
あ
わ
せ

課
で

す
。

リ

フ

ト

付

き

福

祉

タ

ク

シ

ー

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

ね
た
き
り
老
人
や
重
度
の
身
体
障
害
者
の
人
が
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や

車
イ
ス
の
ま
ま
通
院
等
が
で
き
る
リ
フ
ト
付
き
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
が
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

料
金
大
型
タ
ク
シ
ー
料
金
　
利
用
方
法
電
話
に

よ
る
予
約
制

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
に
よ
る
助
成
や
タ
ク
シ
ー

協
会
の
割
引
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
電
話
で
合
同
タ
ク
シ
ー
℡
3
8
6
・
5
0
3
1
番
、

渡
辺
交
通
℡
3
6
3
・
7
1
4
5
番
へ

問
し
あ
わ
せ
課
℡
3
6
6
・
7
3
4
8
番

市
営
住
宅
空
家
入
居
者
（
待
機
者
）
募
集
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松戸市平和コンサート
日時…8月19日水午後2時30分開場3時開演

会場 …市民 会館

出演…村下孝蔵、市内小中学校の児童・生徒

の皆さん

内容 …「 ゆうこ 」「初恋」「踊り子」ほか

定員 …先 着1,200 人

費用 …無 料

往復 ハガ キに 住所 ・氏 名 ・電 話番 号・

希望人数（ハガキ１枚に3人まで、返信用

八ガキの表にあて名）を記人して、〒

271-8588 松戸 市根本387 の5 松戸 市役所

総務部総務 課へ

第9 回 松戸 市平 和 コン サ ー

ト が8 月19 日 水 に市民 会館 で

開催さ れます。

今回は 「初恋 」など 数々 の

ヒ ッ ト 曲を 発 表し 、「平 成 の

歌 謡曲」 をめざし テレ ビでも

大 活躍 中の村下 孝蔵さ んをお

迎えし ます。

「皆さん、知っている曲は

一 緒に歌 ってく ださい 」とい

う 村下さ んの アットホ ームな

ステ ージ をご 家 族連 れでお 楽

し みく ださ い。
村下 孝蔵さん

平

和

パ

ネ

ル

展

・

平

和

ポ

ス

タ

ー

展

文

化

ホ

ー

ル

期
間

…

７
月
2
1日
火

～
８
月
２
日
日

（
７
月
2
7

日
は
休
館
日
）
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時

内
容
…
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
ポ
ス

タ
ー
、
ユ
ニ
セ
フ
の

活
動

パ
ネ
ル
、
市
内

小
学
生
が
描
い
た
平

和
ポ
ス
タ
ー
、
私
た

ち
の
ま
ち
の
戦
争
と

平
和
パ
ネ
ル

費
用
…
無
料

市
役
所
一
階
連
絡
通
路

期
間
…

８
月
３
日
月
～
1
4日
金

内

容
・：

ヒ
ロ
シ
マ

ー
ナ

ガ
サ

キ
原

爆
写
真

ポ
ス

タ
ー
、
私
た
ち

の
ま
ち
の
戦
争
と
平
和

パ
ネ
ル

費
用
…

無
料

夏

休

み

親

子

平

和

映

画

鑑

賞

会

８
時
・
：
７
月
３
日
木
午
後
1
時
３
分
～
４
時

会
場
：
市
民
劇
場

内
容
…

「
走
れ
Ｉ
白

い
オ
オ
カ
ミ
」
「
お
こ
り
じ

ぞ
う
」
「
ち
び
ま
る
子
ち

ゃ
ん
」

費
用
：
無
料

定
員
・
：
当

日
先
着
三
百
人

（
事
前
申
込
み
は
不

要
）

市民 葬 儀制 度 のご 利用 を
市民葬儀制度は 、市民の方にご 不幸があったと き、経済的で厳粛な葬儀が行える ように設けられまし た。

こ の制度は 、市と市 の指定を受けた葬 祭業者との問で､「祭壇」およびそ の飾り付けの内 容や料金につ

いて協議し 、合 意により実施し ているもの です。

(50 音順)市民葬 儀取扱 指定店

馬
橋
駅
周
辺
駐
輪
場
が
有
料
許
可
制
に

1
0月
1
日
か
ら
馬
橋
駅
周
辺
の
自

転
車
駐
車
場
が
有
料
許
可
制
に
な
り

ま
す
。

駐輪場の案内図（名称は表1参照）

通
勤
・
通
学
等
で
常
時
自
転
車
駐

市
場
を
使
用
す
る
人
は
、
定
期
使
用

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お

申
し

込

み
く

だ

さ

い
。

一
時
使

用

を

必
要

と

さ

れ
る

人

は
、

ご
利
用

の

都
度
使

用
料

を

お
支
払

い
い

た

だ
く
こ

と

で

使
用
で
き
ま
す
。

市

で

は
、
今

後
と

も
自

転
車

対
策

に
積

極
的

に
取

り
組

ん

で

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

有
料
許
可
制
に
な
る
自
転
車
駐
車

場
募
集
台
数
：
表
1
の
と
お
り

使
用
料
：
表
２
の
と
お
り

定
期
使
用
で
き
る
車
種
…
防
犯
登

録
を
し
て
い
る
白

転
車
と
原
動
機
付

自
転
車
（
5
0
c
c
以
下
）
の
二
種

申
し
込
み
方
法
…
７
月
3
1日
金
ま

で
に
定
期
使
用
申
請

書
を
社
松

戸
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
(
〒
2
7
0
-

2
2
5
1
松
戸
市
金
ケ
作
二
七
七
の

五
℡
3
8
4
・
3
1
9
1
番
）
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

使
用
申
請
書
配
布
場
所
…
表
３
の

対象…施主または死亡者が松戸市民で

市内で行う葬儀

内容…この制度で利用できる祭壇の種

類と料金は下表のとおりです。

表の市民葬儀取扱店へ

※ただし、棺・遺影写真代・礼状印刷

代・読経料・供花代・市の式場使用

料・火葬料・霊柩（きゅう）自動車

使用料・納骨容器代等はこの料金に

含まれていません。

申し込みの際に取扱指定店へお問い合

わせください。

斎場℡387―4042番

祭壇の種類と料金

種 類 料 金 内 容

Ａ5段飾り 80,000 円
祭壇貸し付
け、飾り付
け、受付用
品、消耗品
等を含む。

B- 3 段飾り 50,000円

C.3 段飾り 38,000 円

業　 者　 名 住　 所 電 話番 号

㈲愛蓮社 西馬橋相川町169 342-4444

㈱アーバンライフ 小金原7-17-26 3417-5000

石井葬儀社 六実5-23-1 386-0856

㈲伊原葬儀社 馬橋1903 343-4310

㈱エスケイ市民共済 ニツ木二葉町19B 364-0660

㈲カィンド社 古ケ崎2-3148-6 344-5222

有柏葬祭センター松戸支店上本郷304 －101 365-6144

㈲広善社 幸谷682 341-3356

㈲渋谷花店 小金きよしケ丘4-15-13 341-6644

383-4444昭和興業㈱ 千駄堀620－1

㈱杉浦葬儀店 根本5-4 362-2542

㈲セレモアむつみ 六高台5 ―36 ―15 383-4144

㈱セレモ松戸ホール 串崎新田63-12 384-4444

セントラル総合㈱ 河原塚258 391-9118

有創蓮社 二十世紀が丘戸山町125 391-1611

有大典社 高塚新田631 391-5726

㈲東葛葬祭 松戸1485 363-2001

㈲ときわ平葬儀社 常盤平2-21-1 385-2622

㈲宝 心社 六実1-52-2 389-5555

㈱日本式典 栄町4-205-4 364-O495

㈱松戸葬儀社 松戸1692 364-4444

㈲藪崎葬儀社 小山227 362-2317

優愛セレモニー 古ケ崎3-339-1 391-3763

㈱ライフケア 松戸1112 363-0983

マナーを守って利 用し まし ょう

と

お
り

結
果
通
知
…
９
月
中
旬
に
「
定
期

使
用

カ

ー
ド
」
と
共

に
送
付

し
ま

す
。

申
請
者
が
定
数
を
超
え
た
場
合
は
、

抽
選

を
行

い
ま

す
。

抽

選
に

も
れ

た
人
も

、
空

き

が
生

表1　 有料 許可制になる自転車駐車場 募集台数

自転車駐車場名
自転車駐車場

コード
車 種 台 数

馬橋駅東口高架下

(屋根なし)
031

自転車 1,488

原 付 148

馬橋駅西口（屋根なし） 032
自転車 50

原付 66

馬橋駅西口高架下

（屋根あり）
033 自転車 1,253

じ

次
第

、
待
機
順

に

従

っ
て

使
用

す

る
こ

と

が
で
き

ま
す

。

使

用
期
間
：
ふ
十
成
1
0
年
1
0
月
１

日

か
ら
平

成
1
1年
３
月
3
1日

ま
で
で
す
。

厘
安
全
課
℡
3
6
6
・
7
3
4
1
番

表３ 使用申請書配布場所表 ２ 自転 車駐車場使 用料 ※消費税含む

１ 定期使用（月額）

区　 分 屋根あり屋根なし

自転車
一般高校生以下

1,500円

1,200円

1,000円

800 円

原動機付自転車 2,200 円 1,700円

２一時使用（1回）

自転車 100 円

原動 幾付自転車 150 円

母

子

・

父

子

家

庭

に

医

療

費

を

助

成

し

ま

す
（
所

得

制

限

あ

り

）

対

象

十
八
歳

未
満

の
児
童

を
扶

養

し
て

い
る
母
子

・
父
子

家
庭

の
親
子

、

ま

た

は
父

・
母

の

い
な

い
十
八
歳

未

満

の
児

童
を

扶
養
し

て

い
る
人

（
十

八
歳
に

な

っ
た
後

も
最
初

の
３
月
3
1

日

ま
で

は
対

象
）

※
現
在

登
録

し
て

い
る
人

も
更
新

手

続

き

が
必
要

で
す

。

７

月
６

日

月

～

２
日

金

の
間

に

、

①
1
0年
度

住
民

税
証

明
書

（
市

民
税

課

発
行

）
②
健

康

保
険
証

の
写

し
に

組
合

保
険
加

入
者

は
附
加

給
付

証
明

書
③
印
備
④
世
帯
全
員
記
載
の
住
民

票
（
父
子

家

庭

の
み

）

を

持

っ
て

、

母

子
家
庭
は
福
祉
事
務
所

福
祉
係
（
℡

3
6
6
・
7
3
4
9
番
）
、
父
子
家
庭
は

援
護
課
援
護
係
（
℡
3
6
6
・
7
3
4
7

番

）
へ

結
婚

五
十

周

年

金
婚

ご

夫

婦

に

お

祝
品

を

贈

呈

対
象
昭
和
2
3
年
９
月
1
日
～
2
4
年

８
月
3
1日
の
間
に
婚
姻
し
、
夫
婦
と

も
に
健
在
の
市
内
在
住
者

※
贈
呈
は
９
月
中
旬
の
予

定
で
す
。

※
該
当
す
る
人
が
近
く
に

い
ま
し
た

ら
、
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

申
８
月
1
4日
金
ま
で
に
、
（

ガ
キ
に

夫
婦
の
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号
・

結
婚
年
月
日

・
町
会
名
を
記
入
し
て

〒
2
7
1

－
0
0
9
1

松
戸
市
本
町
一
四

の
二
松
戸
第
一
生
命
ビ
ル
内
松
戸
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
3
6
8
・
0
5
0

3
番
）
へ

寡

婦

慰

問
品

を

贈

呈

対
象
平
成
1
0年
1
月
１
日
か
ら
1
2

月
3
1日
の
問
に
満
七
十
歳
と
な
り
、

か
つ
６
月
1
日
現
在
県
内
に
居
住
し

て
い
る
寡
婦
の
人

（
か
っ
で
母
子
家

庭
の
は
と
し
て
二
十
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
を
扶
養
し
て
い
た
人
）
　
届
出

内
容
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所

・
母

子
家
庭
と
な
っ
た
時
期

※
贈
呈
は
1
1
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

７
月
2
4
日
金
ま
で
に
、
直
接
ま
た

は
電
話
で
援
護
課
庶
務
係
（
℡
3
6
6
・

7
3
4
7
番
）
へ

国

民

健

康

保

険

は

り

・

き

ゅ

う

マ

ッ

サ

ー

ジ

等

施

設

利

用

券

の

使

用

に

あ

た

っ

て

利
用

券

の
様
式

が
変
更

に

な
り
ま

し

た

の
で

、
使
用

に
あ

た

っ
て
は
次

の
こ
と

に
注

意
し
て

く

だ
さ

い
。

①

複

写

式

と

な

っ
て

い
ま

す

の
で

、

下

敷
き

（
利

用
券

の
後

ろ
に

あ
り

ま

す
）
を
入

れ
て
記

入
し

て
く

だ

さ
い
。

②
控
え
の
上
か
ら
記
入
し
て
、
利
用

券

の
「
提
出

用
」

を
切

り
離
し

て

く

だ

さ
い
。

③
利
用
券
は
、
一
日
に
一
枚
し
か
使

用

で

き
ま
せ

ん
。

問

国
民

健
康

保

険
課
資

格
給

付
係

℡

3
6
6
・
７
３
５
３
番

旧

日
本

赤

十

字

社

救

護

看

護

婦

等

に
書

状

を

贈

呈

先
の
大
戦
に
お
い
て
戦
地
等
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ

た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
、

な
ら
び
に
旧
陸
海
単
従
軍
看
護
婦
の

う
ち
慰
労
給
付
金
未
受
給
者
の
方
に

対
し
て
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
ま
す
。

対
象
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

で
、

外
地
に
お
け
る
勤
務
経
験
が
あ
り
、

加
算
年
を
含
め
た
勤
務
期
間
が
十
二

年
未
満

の
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

で
あ
っ
た
本
人
　
請
求
期
限
平
成
1
5

年
３
月
3
1日

※
請
求
書
は
、
各
都
道
府
県
・
日
本

赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
に
あ
り
ま

す
。

内
閣
総
理
大
臣
官

房
管
理
室
業
務

担
当
℡
0
3
・
３
５
８
1
・
2
4
7
5

番市

民

会

館

休

館
・の

お

知

ら

せ

’

市

民

会
館

は

改

修
工

事

の
た

め

、

左
記

の
と

お
り

休
館

し
ま

す
。

ホ
ー
ル
棟
＝
８
月
2
0
日
木
～
1
0
月

3
1
日
土

会
議

棟
・

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

＝
1
0

月

２
日

火
～
平

成
1
1
年
３
月
3
1
日

水

※
受
付
事
務
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

問
市
民
会
館
℡
3
6
6
・
1
2
3
7
番

馬橋支所受付前カウンタースタンド

馬橋市民センターパンフレットスタンド

馬橋東市民センターパンフレットスタンド

馬橋駅構内広報「まつど」スタンド

市役所受付前カウンタースタンド

市民部安全課受付カウンター

社松戸市シルバー人材センター受付
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青少年教室　青少年会館℡344-8556番夏にチャレンジ

会 場…松戸 青少 年会 館（松戸市新松戸南2の2 ℡344-8556 番）

教室名 日　時 講　師 定員 費用

ミニバスケソヽトボール

7/23木・24金・25土･28火

･29水 〔全5回〕

午前9時30 分～11時30 分

バスケットボール協会・

武井芳子氏
30人

無料

編んで作ろう　サマーバッグ
7/21火～25土･28火〔全6

回〕午前10 時～正午

県日本編物手芸文化協会

代表・安達昌子氏
20人

教材費

2,000円

ドタバタロボット
7/21火～24金〔全4回］

午前10 時～正午

松戸少年少女発明クラブ

柴田姜親氏　
20人

教材費

1,000円

夏の思い出をつづろう

牛乳パックで作るからくり絵本

7/25土

午前10時～正午

松戸市消費者の会会長・

文入加代子氏
20人

教材費

500 円

親子で楽器をつくろう

～鳩笛・オカリナ

7/25土･26日 〔全2回］

午前9時30分～午後0時30分

てづくり楽器研究会

鈴木のぼる氏

親子15 組

30 人

教材費

500 円

スターウォッチング・親子夏の

星空観察会

8/22土

午後7時～9時
中学校教諭・中山雅喜氏

親子15 組

30人
無料

会 場… 常盤平市 民セン ター（松戸市常盤平3の30 ℡387-2529 番）

ドタバタロボット
7/28火～31 金〔全4回〕

午前10時～正午

松戸少年少女発明クラブ

柴田姜親氏
20人

教材費

1'000円

夏の思い出をつづろう

牛乳パックで作るからくり絵本

7/27月

午前10 時～正午

松戸市消費者の会会長・

文入加代子氏．
20人

教材費

500 円

夏

休

み

天

文

教

室

「
流

れ

星

の

し

く

み

」

夜
空
を
見
上
げ
て
い
る
と
、
ど

こ

か
ら
と
も
な
く
姿
を
見
せ
る
流

れ
星
。
流
れ
星
の
正
体
は
何
で
し

て
、
〒
２
－
0
0
9
2
松
戸
市
松
戸

一
三
八
九
の
一
市
民
会
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
室
（
℡
３
・
1
2
3
7

番
、
月
曜
体
館
）
へ

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
新
番
組

「
青

い
は
し
の

は
な
し
」

投
影
期
間
８
月
3
0
日
日
ま
で

投
影
時
間
約
五
十
分
　
費
用
失
人

五
十
一
円
・
子
ど
も
三
十
円

よ

い

音

を

さ

が

そ

う

Ｉ
。

た
い
し
ゃ
く
て
ん
か
い
わ
い

柴
又

帝

釈

天

界

隈

か

ら
矢
切

の
渡

し

で
江

戸
川

を
渡
り

、
音
風

景

を
探

訪

し

ま
す

。

７
月
2
7
日
月
〔
雨
天
の
場
合
は
2
8
日

火
〕
、
午
前
1
0
時
～
午
後
２
時
3
0
分
（
９

時
5
0
分
ま
で
に
市
役
所
本
館
三
階
会
議

室

に
集

合

）
　

対

象
小
学
四

年
～

六
年

生
と
保
護
者
定
員
先
着
二
十
人
　
持

ち
物
昼

食

・
水
筒

・
筆
記

用
具
　

費
用

小

学
生
百
二

十

五
円

・
大
人
百

七

十
五

円

（
矢
切

の
渡

し
船
賃

・
保

険
料

）櫓( ろ) を こ ぐ 音 は 昔 の ま ま

水・木曜日 土・日曜日

1回目 午前10 時

2回目 午後1時30分 午後1時30分

3回目 午後3時30分 午後3時30分

音環境学習会

親子で音環境について考えてみよう！

対象小学3年生以上

※申し込み多数の場合は抽選
｢7月13日(月)〔必着〕までに 往復ハガキに住所・氏名・性別・電話番号・学校名・学年・希望

教室名・返信用あて名を記入して、〒270-0035松戸市新松戸南2の2青少年会館、または返信

用あて名を記入したハガキを持って直接窓口へ

暮らしの中にはいろいろな音があります。あなたの好きな音は何ですか？

耳を澄ませば 、今まで気づかなかった音が聞こえてきます。

申7 月６日月午前9時から、いずれも電話で環境保全課℡366-7337 番へ

親

子

市

政

見

学

会

①
７
月
2
8
日
火
②
８
月
2
5
日
火
、

各
午
前
９
時
1
0
分
市
民
会
館
二
階
ロ

ビ

ー
集

合
、

午
後
４

時
解

散
予

定

コ

ー
ス

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
～

消
防

局

～
和

名

ケ
谷

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
昼

食
と
見

学
）

～
ユ

ー
カ

リ
交
通

公
園

～
市

役
所
　

対
象

小
学
生

と
保

護
者

定
員

各
先
着
二

十
二

人

持

ぢ
物

昼

食

（
食
堂
等

は

あ
り
ま

せ

ん
）
　

費

用
無

料

申
７

月
６
日

月

か
ら

、
電
話

で
広

報

課
℡
3
6
6
・
7
3
2
0
番
へ

鳥のさえずり、せせらぎが聞こえてきます

音

と

は

、

何

だ
ろ

う

Ｉ
。

音
に
つ
い
て
考
え
、
公
園
内
の

音
の
宝
さ
が
し
を
行

い
、
新
し
い

発
見
を
し
ま
す
。

８
月
２
日
水
午
前
９
時
3
0
分
～

正
午
（
９
時
２
分
ま
で
に
2
1世
紀

の
森
と
広
場
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内

シ
ア
タ
ー
に
集
合
）
　
会
場
2
1
世

紀
の
森
と
広
場

対
象
小
学
四
年

～
六
年
生
と
保
護
者
　
定

員
先
着

二
十
人

持
ち
物
筆
記
用
具

費

用
七
千
五
円

（
保
険
料
）

美味！夏のカレー（’97サマーキャンプin軽井沢）

親
子

ご

み

ツ

ア

ー

毎
日
出
し
て
い
る
ご
み
が
、
ど
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
て

い
る
の
か
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
清
掃
施
設
の
見

学
会
を
行
い
ま
す
。

①
７
月
２
日
水
②
８
月
５
日
水
、

各
午
前
８
時
5
0分
～
正
午
　
コ
ー
ス

市
役
所
～
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

～
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
～
和

名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
～
市
役

所

対
象
市
内
在
住
の
親
子
（
小
学

三
年
生
以
上
、
乳
幼
児
の
参
加
は
不

可
）
　
定

員
先
着
各
十
組
二
十
人

費
用
無
料

申
７
月
６
日
月
か
ら
実
施
希
望
日
の

五
日
前
ま
で
に
、
電
話
で
清
掃
管
理

課
℡
3
6
6
・
7
3
3
2
番
へ

※
七
月
・
八
月
の
ご
み
ツ
ア
ー
（
毎

月
第
二
木
曜
日
）
は
、
お
休
み
し

ま
す
。

親

と

子

の

手

賀

沼

船

上

学

習

会

①
８
月

２
日

土
②
2
3
日
日

、
各

午

前
1
0
時

～
午
後
３

時

会

場
手

賀
沼

親
木
広
場
内
容
午
前
＝
①
②
遊
覧

船
に
乗

り
、
手

賀
沼

の
自

然
や
木

質

を
見

る

午

後

＝
①
廃

食

油
か

ら
の

石

け

ん
づ
く

り
ほ

か
②

牛
乳

バ
ッ
ク

を
原

料
と
し

た

ハ
ガ
キ

作
り
ほ

か

講
師
手
賀
沼
流
域
環
境
団
体
ほ
か

対
象
小

学
四
年

生
～

中
学

生

の
親
子

（
高

校

生
以

上

は

親
と

し

ま
す

。

子

ど

も
だ
け

、
親
だ
け

の
参

加
は
不
可

）

定
員
①
②
と
も
先
着
三
十
人
　
持
ち

物

昼
食

費
用

無
料

申
７

月
1
0
日

金
か
ら

、
直
接

ま
た

は

電
話
で
我
孫
子
市
高
野
山
新
田
一
九

三
手

賀
沼

親
木

広
場

℡
０
４

７
１

・

8
4・
0
5
5
5

番

（
午
前
９

時
～
午

後
４
時
3
0
分
、
月
曜
休
館
）
へ

ｓ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
ー
i
n
軽
井
沢

８
月
2
1
日
金
～
2
3
日
日
〔
二
泊
三

日
、
2
1
日
は
午
後
１
時
出
発
予
定
〕

会
場

軽
井
沢
レ
ク
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

対
象
市
内
在
住
の
中
学
生
　
定
員
先

着
五
十
人
　
費
用

一
万
千
円

申
７
月
3
0
日
木
ま
で
に
、
費
用
を
持

っ
て
松
戸
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協

議
会
（
こ
ど
も
課
育
成
係
内
℡
3
6
6
・

7
3
5
4
番
）
へ

手

賀

の

丘

少

年

自

然

の

家

「
磐

梯
の
自

然
を
求
め
て

」

８

月
２
日
日

～
４

日
火

〔
二

泊
三

日
、
２
日
午
前
７
時
3
0
分
手
賀
の
丘

少
年

自
然

の
家

に
集
合

、
４
日

午
後

４
時
解
散
予
定
〕
　
　
内
容
国
立
磐
梯

青

年
の
家

に
宿

泊
し
て

磐
梯

山

や
裏

磐

梯

の
湖
沼

な
ど
を

探
索

対

象
小

学
四

年

生
以

上

の
親
子

・
家

族

定

員
先

着
四

十
人
　

費
用

．
万

円

申
電
話
で
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然

の
家

℡
０
４
７
１

・
9
1・
1
9
2
3

番

（

休
所

日

＝
第
三
日

曜
日

、
祝
日

）
へ

夏

休

み

子

供
歴

史

教

室

「
昔

の

夏

の

暮

ら
し

と

食

体

験

」

７
月
2
2日
水
・
2
3日
木
、
各
午
前

1
0時
～
午
後
４
時
〔
全
二
回
〕
　
会

場
新
松
戸
郷
土
資
料
館
　
内
容
よ
も

ぎ
を
摘
ん
で
草
餅
づ
く
り
な
ど
　
対

象
市
内
在
住
の
小
学
四
年
～
六
年
生

定

員
先
着
二
十
五
人

費
用

無
料

申
７
月
1
2日
日
ま
で
に
、
電
話
で
財

新
松
戸
郷
土
資
料
館
℡
3
4
4
・
1
9
0

9
番
（
月
・
火
曜
日
休
館
）
へ

関

宿

城

博

物

館

体

験

教

室

「
土

鈴

づ

く

り

」

８

月
８

日
土
（
成
形
）
・
２

日
土
（
色

付

け
）
、
各

午
前
1
0
時

～
正

午

〔
全

二

回
〕
　

会
場

関
宿

城
博

物
館

対
象

両

日
と

も
参

加
で

き
る
人

（
小
学

四

年

生
以
下

は
同

伴
者

が
必

要
）
　

定

員
先

着
四

十
人
　

持
ち

物

エ
プ
ロ

ン

・
タ
オ
ル
　
費
用
材
料
費
五
百
円

申

電

話
で
県

立

関
宿
城

博
物

館

℡
０

４
７
１
・
9
6
・
1
4
0
0
番
（
月
曜

体

館
）

へ

常盤平児童福祉館
デ

イ

キ
ャ

ン

プ

７
月
3
0
日
木
午
前
1
0
時
～
午
後

１
時

会
場

常
盤
平
児
童
福
祉
館

内
容
飯
ご
う
炊
さ
ん
・
ゲ
ー
ム
ほ

か
　
対
象
小
学
四
年
生
以
上
　
持

ち
物
材
料
（
米
一
合
と
レ
ト
ル
ト

の
カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
な
ど
）

定

員
先
着
二
十
人
　
費
用

無
料

申

電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
へ

真

夏

の

恐

怖
体

験

へ

招

待

８
月
７
日
金
・
８
日
土
、
各
午

前
1
0時
か
ら
　
会
場

常
盤
平
児
童

福
祉
館

内
容
お
ば
け
大
会

費

用
無
料

申
当
日
会
場
で

夏

期

の

開

館

時

間

変

更

小

中

学

校

の

夏

休
み

の

間

、

開
館
時
間
を
変

更
し
ま
す

。

期

間

…
７

月
2
1
日
火

～

８

月

3
0日
日

（
月

曜

休

館
）

開

館

時

間
・：
午

前
９

時
3
0
分

～

正

午

と

午

後

１

時

～

６

時

（
通
常
は
５
時

ま
で
）

親

子
せ

せ

ら

ぎ

教

室

７
月
3
1
日
金
午
前
８
時
3
0
分
市
役

所
正
面
玄
関
集
合

〔
小
雨
決
行
〕

内
容
江

戸
川
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
（
江

戸
川
区
）
か
ら
葛
西
臨
海
公
園
ま
で

の
木
上

バ
ス
遊
覧
、
江
戸
川
で
の
稚

魚
の
放
流
　
対
象
小
学
生
以
上
の
子

と
保
護
者

定

員
先
着
四
十
人
　
持

ち
物
昼
食
・
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル

ー
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
　
費
用

一
人
千
五
百

円圃
７
月
６
日
月
午
前
９
時
か
ら
、
電

話
で
江
戸
川
を
守
る
会
松

戸
支
部
事

務
局
（
川
を
き
れ
い
に
す
る
課
内
）

℡
3
6
6
・
1
1
5
2
番
へ

おはなし

キャラバン

親

と

子

の

東

京

湾

視

察

会

８

月
７

日
金
　

受

付
時
間
①

午
前

９
時
4
0
分
～
②
午
前
1
1
時
1
0
分
～
③

午
後

１

時
1
0分

～
　

乗
船

場
所
千

葉

港
船
員
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
前
内

容
千

葉

港
周
辺

視
察

（
乗

船
時

間
は

一
時
間

程
度

）
と

水
質
調

査

の
実
演

ほ
か
　

対
象
小

中
学

生
と

そ
の
保

護

者
定
員
①
②
③
と
も
二
百
五
十
人

（
抽
選
）
　

費

用
無
料

申
７
月
1
4
日

火

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

封
書

で
希

望
時
間

、
参

加

希
望
者

全

員

の
氏
名

・
年

齢

（
小

中

学
生

は
学

年
）
　
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た
も
の

（
用
紙
は
自
由
）
、
返
信
用
封
筒
（
八

十
円
切
手
を
張
り
あ
て
名
を
記
入
）

を
同
封
し
て
、
〒
2
6
0
-
8
6
6
7
千
葉

中
央
郵
便
局
私
書
箱
四
〇
号
千
葉
県

庁
水
質
保
全
課
（
℡
0
4
3
・
2
2
3
・
3
8

1
6

番

）

へ

親
子
で
ま
わ
る
文
化
財
史
跡
め
ぐ
り

７
月
２
日
金
・
2
8日
火

・
２
日

水
・
3
1
日
金
、
各
午
前
９
時
3
0
分

市
役
所
地
下
玄
関
集
合
、
午
後
４

時
解
散
予
定
〔
雨

天
中
止
〕
　
コ
ー

ス
市
役
所
上

戸
定

邸
～
浅
間
神
社
・

極
相
林
～
万
満
寺

～
（
旧
水
戸
街
道

・
旧
小
金
宿
）
～

本
上
寺
～
幸
田
貝

塚
～
大
谷
口
歴
史

公
園
～
市
役
所

対
象
市
内
仕
住
の

親
子
二
人
一
組
（
小
学
生
以
上
一

人
に
付
き
保
護
者
一
人
、
幼
児
の

同
行
は
不
可
）
　
定
員
各
十
五
組

三
十
人
（
抽
選
）
　
持
ち
物
昼
食

費
用
無
料

※
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ

い
。

戸定邸「使者の間・従者の間」

申

７
月
1
0日
金
〔
必

着
〕

ま

で
に

、
往

復

ハ

ガ
キ
に
住

所

・
二
人

の
氏

名
と

年

齢

・
電
話
番

号

・
希
望

日

（
第
二

希

望
ま

で
）

を
記

入

し

て
、
〒
2
7
1
－
8

5
8
8

松
戸

市
根

杢

二
五

六
松

戸
市

教
盲

青
貝
会
社
会
教
育
課
文
化
財

係
（
℡
3
6
6
・
7
4
6
2
番
）
へ

市
立
博
物
館

夏

休

み

一
日

学
芸

員

学
芸
員
の
仕
事
を
実
際
に
体
験

し
な
が
ら
、
博
物
館
の
活
動
や
役

割
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

８
月
２
日
日
午
後
１
時
～
４
時

対
象
小
学
四
年
～
六
年
生
　
定

員

十
人

（
抽
選
）
　
費
用
無
料

縄文の森竪穴住居

夏

休

み

竪

穴

教

室

～

縄

文

時

代

の

く

ら

し

縄

文
時
代

の
復
元

住

居

の
中

で

火
を

起
こ
し

た
り

、
縄
文

上
器

を

使

っ
て
食

べ
物

を
煮
た

り
し

な

が

ら
当

時

の
人

び
と

の
く

ら
し

に

つ

い
て

学

び
ま
す

。

８

月
７
日

金
午

後
１

時
～
３

時

会
場

縄
文

の
森
竪

穴
住

居
　

講
師

博

物
館

学
芸
員

・
倉

田
恵

津
子

対

象
小
学

一
年
～

六
年

生
　

定

員

二

十
人

（
抽
選

）
　

費

用
無

料

い
ず
れ
も
７
月
2
4
日
金
〔
必
着
〕

ま

で

に
、
往
復

ハ

ガ
キ
に

住
所

・

氏

名

・
学
年

・
電

話
番

号

・
希

望

す
る
講

座
名

を
記
入

し
て

、

〒
２

－
2
2
5
2

松
戸
市

千

駄
堀
六

七

一
市
立
博
物
館
（
℡
3
8
4
・
8
2
7
2

番
、
月
曜
・
第
四
金
曜
日
休
館
）
へ

★
印
は

一
日
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

内
容
ア
ニ

メ

ー
シ
ョ
ン

「
ロ
バ

の
シ
ル
ベ

ス
タ
ー
と
ま
ほ

う
の
こ

い
し
」
、

人
形
劇
①
「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」

②
「
は
だ
か
の
王
様
」

③
「
か
え

る
と

お

ひ

め
さ
ま
」
、
絵
巻
物
「
ね
ず
み

の
よ

め
い
り
」
　

対
象
三
～
九
歳
　

定
員
ら

く
ら
く
人
形

作
り
の
み
当
日
先
着
七
十
人
　

費
用

無
料

※
電
話
で
お
は
な
し
が
聞
け

る
「
で
ん
わ
お

は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
℡
3
7
7
・
０

０
０
０

番

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
図
書
館
の
利
用
カ

ー
ド

を
お
持
ち

に
な
れ
ば
、
本
が
借

り
ら
れ
ま
す
。

問
市
立
図
書
館
℡
3
6
5
-
5
1
1
5
番

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

体

験

講

座

「
親

子

で

作

ろ

う

指

使

い

人

形

」

８
月

５
日

水

・
６

日
木

・
７
日

金

〔
全
三
回
〕
、
各
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分
会
場
松
戸
市
お
は
な
し
キ

ャ

ラ
バ

ン
事

業
所

対
象

小
学
四

年

生
以

上

の
親
子

定

員
三

千
人

（
抽

選

）
　

費

用
八
百
円

申

７

月
2
2日

水

〔
必
着
〕

ま
で

に
、

往

復
ハ
ガ
キ

に
「
体

験
講
座

」
と
明

記

の
上

、
参

加
者
全
員

の
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
職

業

（
お
は

な
し
会

の

グ
ル

ー

プ
に
所

属
し

て

い
る
人

は
団

体
名
）
　・
電

話
番
号

を
記
入

し
て

、

〒
２
－
0
0
3
5

松

戸
市

新
松

戸
南

二

の
二

財
松

戸
市

お
は

な
し
キ

ャ
ラ

バ
ン
（
℡
3
4
4
・
3
0
3
7
番
）
へ

夏

休

み

親

子

映

画

会

①

７
月
2
5日

土

午
後
２

時
～

４
時

（
午
後
１
時
3
0
分
開
場
）
　
会
場
稔
台

市

民

セ
ン

タ

ー
別

館
　

内

容

「
と

べ

な

い
ほ
た

る
」
「
海

底
三
万

マ
イ

ル
」

ほ

か

定

員
先
着
百

五

十
人

費
用

無

料②
８
月
2
2
日

土
午

後
２
時

～
４

時

（
午
後
１
時
3
0
分
開
場
）
　
会
場
古
ケ

崎

市
民

セ
ン

タ

ー
　

内

容
「
お
こ

り

じ
ぞ
う
」「
長

靴
を

は

い
た
猫
～

八
十

日
間
世
界
一
周
～
」
　
定
員
先
着
百

五

十
人
　

費
用

無
料

※
車
で

の
来
場

は
ご
遠
慮

ぐ
だ
さ
い
。

い
ず
れ

も
電
話

で
矢

切
公

民
館

℡

3
6
8
・
1
2
1
4
番
へ

千
葉
県
立
現
代
産
業
科
学
館

内　容（講師） 日　　時 会　場 対象・定員 費用

特別展「 大量生産：エジソンと

フ ォードその時代」

7/11土～8/31 月

午前9時～午後4時30分

ガイダン スホー

ル・企画展示室
入場料

講演
会

｢ヘンリー・フォード

と 大量生産されたT型｣

トヨタ博物館担当課

長・西川稔氏)

7/23木午後1時～3時 映像ホール 300 人(要予約) 無料

イ
ベ
ント

科学工作教室
8/2～30の毎週日曜日

時間はお問い合わせください

エントランスホール小学生以上20 人

(当日先着)

材料費

等実費

ソーラーカー乗車会
8/2～30 の毎週日曜日

時間はお問い合わせください
サイエンス広場

41人1組で10 組

(当日先着)
無料

工場見学
8/26 水

午前9時～午後4時30 分
未定 80 人(要予約)

保険代

200 円

サンデー工作教室
7/5日 ・19日

午後1時30分～2 時30分

エントランスホール小学生20人(当

日先着)

保険代

口00 円

産業技術史講座「最新 の電 車・

21世紀を拓く電 車～リニアモー

ターカーを中心に」（鉄道総合技

術研究所技師長・澤田一夫氏）

7/12(日)

午後2時～3時30 分
研修室 45 人(要予約) 無料

身近なサ

イエンス

絵入りオリジナル鏡を

作ろう

7/25 土

午前10時30 分～正午
体験学習室

小学4年生以上

保険代

200 円

ピンホールカメラで写

真をとろう

8/22 土

午前10時30 分～正午
体験学習室

120 人(要予約) 保険代

200 円

入
場
料
小
中
学
生
百
円
・
高
大
学
生
二
百
円
・
一
般
三
百
円
（
団
体
料
金
は
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）
　

休
館
日

月
曜
日

（
７
月
７
日
火
臨
時
休
館

・
2
0日

廊

開
館

・
2
1日
火
休
館

、
８
月
3
1日
（

臨
時
開
館
）

申
予
約
が
必
要
な
も
の
は
直
接
、
ま
た
は
電
話
．
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
千
葉
県
立
現
代
産
業

科
学
館
市
川
市
鬼
高
一
の
一
の
三
）
℡
3
7
9
・
2
0
0
5
番
、
F
A
X
3
7
9
・
2
2
2
1
番
へ

夏休み

プラネタリウム

よ
う
か
？
今
回
は
、
こ
の
流
れ

星
の
正
体
に
迫
り
ま
す
。

８
月
７
日
金
午
後
２
時

～
４
時
　
会
場
市
民
会
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
　
対

象
市
内
在
住
の
小
学
四
年

生
以
上
（
小
学
四
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）
　
定

員
先
着
八
十
人
　
費
用

無

料申
８
月
３
日
月

〔
必
着
〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

参
加

者
全
員
の
住
所

・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し

夏
休
み
特
別
投
影
時
間

７
月
2
2
日
水
～
８
月
3
0

日
日
の
投
影

は
、
左
表
の

時
間
に
行

い
ま

す
。

※
投
影
開
始
3
0
分
前
か
ら

券
を
発

売
し

ま
す

。

※
団
体
（
二
十
人
望
）

は
ご
相
談
ぐ
だ
さ
い
。

常盤平西窪町１２ ℡387-3320 番

※車での来館はご遠慮ください。

期日 会　 ’場 時　　間 プログラム

7/8水 図書館本館　　 午後3時30分～4 時 絵本ほか

9木 矢切公民館 午後3時～4時 アニメーション･ 人形劇①

110 金 明市民センタ ー 午後3時～4時 アニメーション･ 人形劇①

11土
江戸川流水保全

水路（1面参照）

お問い合わせくだ

さい
人形劇 ①

15水 小金分館 午後3時～3時30 分　絵本ほか

22水 図書館本館 午後3時30 分～4時 絵本ほか

23木
新松戸市民セン

ター★

午前11 時～正午

午後1時～3時

絵巻物・人形劇②③・

らくらく人形作り

24金
常盤平市民セン

ター★

午前11 時～正午

午後１時～3時

絵巻物・人形劇 ②③・

らくらく人形作り

25土 常盤平児童福祉館 午後3時～4時 アニメーションほか

29水　　|小全原市民セン|午前11時～正午
29 水|

ター★　　　　I 午後1時～3 時

絵巻物・人形劇 ②③・

らくらく人形作り

30木
六実市民センタ

ー★

午前11時～正午

午後I時～3 時

絵巻物・人形劇②③・

らくらく人形作り

31金
_＿

ニッセイ松戸アカ

デミーホール★

午前11時～正午

午後1時～3時

絵巻物・人形劇②③・

らくらく人形作り

イベント特集



ス

ポ
ー
ツ

小

・

中

学

生

カ

ヌ

ー

教

室

８

月
２

日
日

（
雨
天

決
行

）
午

前

1
0時
～

正

午
　

会

場
江

戸

川
（
三

郷

有

料
橋
下

）
　

対

象
小

学
四

年
生

～

中

学
生

定

員
三

十

人
程

度

費
用

千
円

申

７

月
2
0
日

祝

〔
必

着
〕

ま

で

に

、

ハ
ガ
キ
ま

た

は
フ

ァ
ッ

ク
ス
で
住
所

・
氏

名

‘
年
齢

・
電

話
番
号

を
記

入

し
て
、
〒
2
7
0
-
0
0
2
1
松
戸
市
小

金
原
三
の
一
八
の
二
二
の
三
〇
三
松

戸
市
カ
ヌ
ー
協
会
・
岡
田
威
夫
℡
F
A
X

３

・
9
4
3
9

番

ヘ

ナ

イ

タ

ー

テ

ニ

ス
（
硬

式

）
教

室

８

月
～
1
1
月

の
毎

週
日

・
月

・
金

曜
日

の
希

望
曜
日
（
週

一
回
）
、
午

後

７

時
～
９

時

会
場

金
ケ
作
公

園
庭

球
場
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
者

費
用

九
千
円

（
保

険
料

を
含

む
）

申

７
月
1
5
日

水

〔
必

着
〕

ま

で

に

、

往

復
ハ
ガ
キ

に
住
所

・
氏
名

・
電

話

番

号

・
希

望

曜
日
（
第

三
希

望
ま

で
）

・
返
信

用

あ
て
名

を
記
入

し

て
、

〒

2
7
0
-
8
6
9
1
松
戸
北
郵
便
局
私
書

箱

一
二

号
松

戸
市

テ

ニ
ス
協

会

（
平

木
℡
3
3
0
・
4
1
1
2
番
）
、
へ

夏

休

み

レ

デ

ィ

ー

ス

テ

ニ

ス

教

室
７
月
2
2
日
水
・
2
4
日
金
・
2
5
日
土

〔
全
三
回
〕
①
午
前
９
時
～
1
0
時
3
0
分

②

午
前
1
0
時
4
5分

～
午

後
Ｏ

時
1
5分

③
午
後
３
時
～
４
時
3
0
分
会
場
シ

イ
ノ
ン
テ
ニ
ス
カ
レ
ッ
ジ
大
橋
一

一
一
六
）
　
対
象
初
心
者
～
初
中
級

程
度

の
女

性

（
主

婦
中

心
）
　

定

員

各

先

着
十

六
人
　

費

用
千

円

申
７
月
1
5日
水

ま
で
に
、
電
話

で
シ
イ
ノ
ン
テ

ニ
ス
カ
レ
ッ
ジ

℡
3
3
0
・
8
8
3

3
番
へ

子

宮

が

ん

集

団

検

診

対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以
上
の

女

性

（
今
年

度
、
市

内
委

託
医

療
機

関

で
受

診
し

た
人

は
不
可

）
　

会
場

左

表

の
と

お

り

費

用
四

百

円
（
生

活

保
護

世
帯

、
市

民
税

非
課

税
世
帯

、

老

人
医

療
対

象
者

は
無
料

）

検診会場一覧

保
健
・
衛
生

※
ス
ラ

ッ
ク
ス
は
避
け
て
く

だ
さ

い
。

生

理
中
で

も
受

け
ら

れ
ま

す
。
三

日
前

か
ら

膣

（
ち

つ
）

の
洗
浄

は

避

け
て
く

だ

さ

い
。

申
当

日
会

場
で

問
健
康
課
検
診
係
℡
3
6
6
・
7
4
8
7

番

期 日 会 場
受付

時間

7/17 金 新松戸市民センター

午前9時30分
～
1
0
時

21 火 小金保健センター

22 水 小金原市民センター

23 木 常盤平市民センター

24 金
常盤平保健センター

(ふれあい22 内)

27 月 六実市民センター別館

28 火 中央保健センター

29 水 東部スポーツパーク

30 木 中央保健センター

ト

レ

ー

ニ

ン

グ
機

器

操
作

講

習

会
７
月
1
4
日
火
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館
　
対
象
十
五
歳
以
上
の
人

三

十
歳
未
満
の
人
を
優
先
）
　
定

貝
先

着
二
十
人
　
持
ち
物
運
動
着
・
上
履

き
　
費
用

無
料

申
電
話
で
青
少
年
会
館
℡
3
4
4
・
8
5

5
6
番
へ

市
民
水
泳
大
会
（
兼
県
民
大
会

選
手
選
考
会
）

７
月
2
6
日
日

午
前

９

時
か
ら
　

会

場

運
動
公

園

プ

ー
ル
　

対

象

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
小
・
中
・
高
校

生
一
般
（
二
十
四
歳
以
下
）
　
・
年

齢

別
（
二

十
五
歳

以
上

五
歳

き
ざ
み

）

費
用
一
人
三
百
円

※
リ
レ

ー
を

除
き

、
一
人

二
種

目
ま

で
出

場
可

。
健
康

状

態

が
不

良

の

人
は
出
場
不
可
。

申

７
月
1
1
日

土

・
1
2日

日

の
午

後
５

時

～
６

時

の
間
に

、
費
用

を
持

っ
て

直

接
中

央
公

園

プ
ー
ル

ベ

問
ス
ポ
ー
ツ
課
℡
3
6
3
・
9
2
4
1
番

土
・
日
曜
日
を
除
く
）

弓
道
市
民
遠
的
大
会
（
兼
県
民

大
会
選
手
選
考
会
）

療

育

相

談

７
月
９

日

水
　

受

付
時
間
午

後
１

時
～
１
時
3
0
分
会
場
松
戸
保
健
所

こ
　
　
　
　
　
　
き
ゅ
う

対

象
乳
児

の
股
関

節
脱
臼

検

診
未
受

診

者

、
整

形
外

科

領
域

の
診
察

相
談

等

を
希
望
す

る
十

八
歳
未
満

の
人
（
予

約
制
）
　
持
ち
物
母
子
健
康
手
帳
費

用

無
料

申

電

話
で
松
戸

保

健
所
地
域

指
導
班

℡
3
6
1
・
2
1
2
1
番
へ

酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・
家

族

教

室

７
月

９
日
木
・
2
3日
木

、各

午
後
１

時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
会
場
松
戸
保

健

所

内

容
ア

ル
コ

ー
ル

の
飲
み

方

に
心
配

の

あ
る
人

や
そ

の
家
族

を
対

象

に

専
門
医

師
と

精

神
保
健
福

祉
相

談
員
ま

た

は
保
健

婦
に

よ
る
相

談

費

用
無
料

※
予

約

制

申
電

話
で
松

戸
保

健
所
精

神
保

健
福

祉
班
℡
3
6
1
・
2
1
2
1
番
へ

７
月
2
6
日
日
午
後
１
時
か
ら
　
会

場

東

京
武
道

館
遠

的
場

（
千
代

田
線

綾
瀬
駅
下
車
）
　
対
象
市
内
在
住
の

成
人

で
、
県
民

大
会

（
９
月
2
6
日

土

・
2
7日

日

）
に
出
場

で
き

る
人
　

費

用

千
円

申

当
日
会
場
で
（
午
後
Ｏ

時
3
0分
ま
で
）

問
松
戸
市
弓
道
連
盟
・
熱
田
　
3
4
2
・

2
5
7
1

番

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

シ

ン

グ

ル

・

年

齢

別

ダ

ブ

ル

ス

８
月

２
日
日

午

前
９

時
～

午
後
７

時

会
場
運

動
公

園
体

育
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
内
容

シ

ン

グ
ル

＝
男

女
別

、
ダ

ブ
ル
ス

＝

男
女
年
代
別
（
一
般
、
三
十
・
四
十

・
五

十
歳
代

）
　

費

用
松

戸
市

バ
ド

ミ

ン
ト
ン
協

会

登
録
者

一
人
千

二
百

円

、
未

登
録

者

一
人
二
千

円

申

７
月
1
7
日

金
ま
で

に
、
所

定

の
振

込
用
紙
ま
た
は
現
金
書
留
で
〒
2
7
0
-

0
0
1
3

松

戸
市

小

金
き
よ

し

ケ
丘

三
の
二
の
一
佐
藤
豊
志
（
℡
3
8
6
・
5

5
9
6

番

）
へ

千

葉

県

民

体

育

大

会
出

場

者
募

集
千
葉
県
民
体
育
大
会
に
次
の
種
日

で
松
戸
市
か
ら
出
場
す

る
選
手
を
募

集
し
ま
す
。

松

戸
市
代
表
選
手
と
し
て
、
経
験

者
は
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

＼ 募 集 種目 対　 象 期日・会場

①漕
艇(
ボー
ト)

成年男女

シングルスカル

ダブルスカル

少年男女

シングルスカル

ダブルスカル

市内在住の中学生

以上で傷害保険加
入者

(レ ース 艇は主 催

者が用意)

8/29土
千葉県小見川漕

艇場

②馬
術

馬場馬術

障害飛越

市内在住の高校生

以 上で乗馬傷害保

険加入者

(自馬での参加)

9/5土)・6(日)

ペガサス乗馬ク

ラブ( 船橋市)

申
７
月
1
5日
水
ま
で
に
、
電
話
で
①

松
戸
市
体
育
協
会
事
務
局

℡
3
6
9
・
2

0
3
0
番
②
大
森
℡
3
4
8
・
4
6
8
7

番
へ

や
わ
ら
木
苑
介
護
者
教
室

期 日 テーマ 時間 定員 費用

7/25 土
ホームヘルプ サービ

スの知識と方法 午
後
一
時
か
ら
四
時

先
着
十
五
人
（
全
会
出
席
で
き
る
人
）

無
料

8/29 土 家事援助の方法

9/19 土
医学の基礎知識

心 理面の援助方法

10/31 土
介護技術入門

|食事・移動・移乗

11/28 土
介護技術入門

入浴･排泄(はいせつ)

12/26 土
共感的な理解と基本

的態度

※
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
三
級
程
度
の
内
容

申
電
話
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
わ

ら
木
苑
・
野
日
℡
3
8
6
・
0
2
1
3
番
へ

松

戸

矢

切

高

等

学

校

開

放

講

座

「

在

宅

介

護

入

門

」

８

月
2
2日

土

・
2
3日
日

・
2
9日
土

・
3
0
日
日
〔
全
四
回
〕
、
各
午
前
1
0
時

～
午

後
４

時
　

内

容

在
宅
介
護

の
基

礎
的

な
理

論
と

技
術

の
学
習

定

員

三
十
人
（
抽
選
、
全
回
出
席
で
き
る
人
）

費

用
五
百
円

程
度

（
調

理
実
費

等
）

申

７
月
1
8
日

土
〔
必
着
〕
ま

で
に

、
往

復

ハ

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・

性
別

・
電

話
番

号

・
希

望
動

機

・
返

信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-

0
0
9
5
松
戸
市
甲
矢
切
五
四
県
立

松
戸
矢
切
高
等

学
校
開
放
講
座
係
（
℡

3
6
8
・
4
7
4
1

番

）
　へ

光 化 学 ス モ ッ グ に 注 意

●光 化学 ス モッグ が発 生し たら 、屋

外での 激し い運動 は避けまし ょう。

●目 や のど が痛く な った ら 、洗 眼 ・

うがい等をして涼しい所で安静に。

●こ れ らの 処置 をし て治 らない と き

は､医師の手当て を受けてく ださい。

千葉県光化学スモッグテレフォンサ

ービス　043-223-3853番､ファック

スサービス　043-223-0551番、市

環境保全課大気騒音係　366-7337番

ス ポ ー ツ 地 域 祭 の 一 部 変 更

広報6月25日号(7面)松戸市スポ

ーツレ クリエ ーション 大会 地域祭)

新松戸地区は、7月12日日・1９日

(日)に新松戸西小学校・馬橋北小学

校で開 催の 予定 でし たが 、19 日は

中 止。19 日の開 催予定種 目は 、12

日 に 繰り 上げ 、新 松戸 西小 学 校の

みで行い ます。

体育指導委員･香川343-5580

番

公

開

講

座

「
糖

尿

病

の

予

防
と

対

策

」

７
月
1
1
日
土
午
後
1
時
3
0
分
～
３

時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

講
師
糖
尿
病
内
分
泌
専
門
医
・
山
川

晴
重
氏
　
費
用

無
料

問
松
戸
市
民
倶
楽
部
・
藤
ノ
木
℡
3
6
4

・
3
0
6
7

番

思

春

期

講

演
会

７
月
2
1
日
火
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
会
場
東
葛
合
同
庁
舎
六
階

内
容
い
ま
、
思
春
期
の
こ
こ
ろ
が
求

め
る
も
の
　
講
師
ち
ば
心
理
教
育
研

究
所
長
・
光
元
和
憲
氏
　
費
用

無
料

申
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

℡
3
6
1
・
2
1
2
1
番
へ

歯

を

大

切

に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
五
十
四
　
一
に
お
食
事
、
二
に
お
食
事
、

三
、
四
が
な
く
て
五
に
ハ
ブ
ラ
シ
（
そ
の
1
)

虫
歯

の
第
一
歩
は

プ
ラ
ー
ク
（
歯

垢

）
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
か
ら
始
ま

り
ま

す
。
プ
ラ

ー
ク
は
、
ス
ト
レ

プ

ト
コ

ッ
カ
ス
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
と

い
う

細
菌
が
、
砂
糖
を

養
分

と
し
て

つ
く

る
水

に
溶

け

な

い
ネ

バ
ネ

バ
し

た

菌
、
菌
体
外
多
糖
類
の
こ
と
で
、
ミ

ュ
ー
タ
ン
ス
菌
は
砂
糖
の
成
分
で
あ

る
ス
ク
ロ
ー
ス
を
取

り
込
ん
で
生
存

増
殖
す
る
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作

ひ
出

す
と
と
も
に
、
酸
を
産

生
し
ま

す
。
こ

の
酸

が
エ
ナ
メ
ル
質
を
溶
か

し
、
初
期
う
蝕
を
発

生
さ
せ

る
わ
け

で
す
。

口

の
中
に
ミ
ュ

ー
タ
ン
ス
菌

が
住

ん
で
い
な
い
幸
運
な
人
は
簡
単
に
は

虫
歯
に
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
人
は
全
体
の
三
％
く
ら
い

で
、
ほ
と

ん
ど

の
場
合
は
ミ
ュ

ー
タ

ン
ス
菌
の
た
め
に
、
虫
歯
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

で
は
、
虫
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
な

砂
糖
の
取
り
方
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
で
し
ょ
う

か
。

あ
る
実
験
に
よ
る
と
、
同
じ
量
の

砂
糖
を
摂
取
し
て
も
、
食
事
の
と
き

に
砂
糖
を
と

る
と

（
食
後
の

デ
ザ
ー

ト
を
含
む
）
ほ
と
ん
ど
う
蝕
が
発
生

し
ま
せ
ん
が
、
間
食
と
し
て

粘
着
性

の
高

い
菓
子

を
頻
繁
に
摂
取

ず
る
と

著
明
に
う
蝕
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

な

ぜ
な
ら

ば
、
食
事
中

は
唾
液

の
分

泌
が
促
進
さ
れ
、
そ
の
自
浄
作
用
に

よ
っ
て
糖
分
か
洗
い
流
さ
れ
て

い
る

か
ら

で
す
。

お
菓
子

を
食
べ
る
こ
と

が
人
生

の

楽
し
み
と
い
う
人
は
、
食
後
の
デ
ザ

ー
ト
と
し
て
食
し
、
最
後

に
フ
ッ
素

を
多
く
含
む
緑
茶
を
飲
ん
で

、
最
後

の
仕
上

げ
は
入

念
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ

と
い
う

の
が
お
勧
め
の
フ
ル
コ

ー
ス

で
す
。

楽
し
く
、
よ
ぐ

噛
ん
で
食
事
を

す

れ
ば
唾
液

の
分
泌

が
さ
ら

に
盛

ん
に

な
り
、
歯
に
も
体
に
も
大
変
良

い
結

果
に
な
り
ま
す
。

現
在

生

え
て

い
る
歯

に
関

し
て

は
、
フ
ッ
素

が
歯
質
の
強
化

に
右
効

で
す
。
歯

の
中
か
ら
歯
を
丈
夫
に
す

る
栄
養
素
は
残
念
な

が
ら
存
在
し
ま

せ
ん
が
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ

ム
と
リ
ン

の
代
謝
を
調
節

す
る
と
と

も
に
、
歯

が
生
え
て
か
ら
の
う
蝕
感

受

性
と
関
係

が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い

ま
す
。

歯
を
丈
夫
に

す
る
食
事
と

は
、
夕

ン

パ
ク
質

、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

・
Ｃ

・
Ｄ

や
カ
ル
シ
ウ
ム
に
富
ん
だ
食
品
を
妊

娠
中
や
永
久
歯
が
生
え
る
ま
で
の
間

に
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
入

れ
る
こ
と

だ
と
い
う
こ
と

が
言
え
ま
す
。

今
回
は
歯
そ
の
も
の
に
つ

い
て
お

話
し
し
ま
し
た

が
、
次
回
は
歯
の
周

囲
組
織
に
つ
い
て
大
切
な
要

素
の
お

話
し
を
し
ま
す
。

(
松
戸
歯
科
医
師
会
)
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催

し

物

常
盤
平
音
楽
フ
ェ
ス
タ
'
9
8

７
月
3
0
日
祝
午
後
１
時
2
0
分
～
５

時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
・
ハ
Ｉ

モ
ニ
カ
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
演
奏
費

用
無
料

問
松

戸
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
・
平
井
℡
3
8
8

・
5
3
2
8

番
（
夜
間
の
み
）

親

子

映

画

夏

の

上

映

会

７
月
2
3
日
木

①
午

前
1
0
時
～
正

午

②
午
後
３
時
～
５
時
③
午
後
６
時
3
0

分
～
８
時
3
0
分
会
場
市
民
会
館

内

容

①
②

「
か

っ
飛

ば
せ

ド
リ

ー
マ

ー
ズ
」
「
ぼ
く
と
き
ど
き
ぶ
た
」
③
絵

の
中
の
ぼ
く
の
村
費
用
①
②
九
百

円
（
前
売
り
七
百
円
）
③
大
人
千
二

百
円
・
子
ど
も
九
百
円
（
前
売
り
大
人

千

円

・
子

ど
も
七
百

円
）

問
親
と
子
の
よ
い
映
画
を
見
る
会
・

奥

田

℡
3
6
2・
3
7
3
8

番

人

形

劇

「
ふ

た

り

の
王

子

カ

ン

バ
ロ
ー
ラ
」

７
月
2
6
日
日
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
会
場
市
民
会
館
内
容
世

界
唯
一
の
目
と
口
が
動
く
等
身
大
ぬ

い
ぐ
る
み
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
　
費
用

二

千
円
（
前
売
り
指
定
席
千
八
百
円

・

自
由
席
千
六
百
円
）

問
松
戸
カ
ッ
パ
友
の
会
・
田
中
℡
3
6
8

・
2
2
9
0
番

こ

ひ

つ

じ

お

は

な

し

会

７

月
1
5
日
水

、
９
月
1
6
日

水
、
各

午
後
２
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
会
場

市
川
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
イ
ト

ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
八
柱
店
前
）
　
内
容
グ
リ

ム
童
話
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
　
講
師

劇
団

天
童

主
宰

・
浜
島

代
志
子

氏

対

象
三
歳
以

上

の
幼
児

と
保
護

者

定

員
当

日
先

着
三

十
人

費
用

無
料

問

こ
ひ

つ
じ

お
は

な
し
会

・
市

川

℡

3
8
3
・
２
３
１
２
番

い
っ
し
よ
に
歩
こ
う
！
フ
ァ
ミ
リ
ー

リ

ー

ナ

イ

ト

ウ

ォ

ー

ク

親
子
で
四
二
・
一
九
五
キ
ロ
を
い
っ

し

ょ

に
歩
き

、
き
ず

な
を
深

め
よ
う

。

８
月
2
2
日
土
〔
雨
天
決
行
〕
午
後

６
時
3
0
分
中
部
小
学
校
集
合
、
2
3
日

日

午
前

９

時
到

着
予

定
　

コ

ー

ス
江

戸
川
サ

イ

ク
リ
ン

グ
コ

ー
ス
～
関

宿

～
野

田
清
木

公
園

対

象
心

身
共

に

健
康

な

親
子

（
十

歳
以

上

）
　
費
用

親
千

円

・
子

ど

も
（
十

八

歳

未

満

）

五
百
円

申
電

話
で

社
松

戸
青

年
会

議
所

・
土

屋

℡
3
6
7・
1
9
8
3

番
（
午
前
1
0
時

～
午

後
４

時
）

へ

松

戸

歩

こ

う

会

バ

ス

の

旅

８

月
２
日

日

〔
雨
天

決
行

〕
午

前

６
時
4
0
分
千

葉

銀
行
松

戸

支
店

前
集

合

、
午
後

５
時
帰

着
予

定
　
コ

ー
ス

群
馬

県

わ
た
ら
せ

渓
谷

道

～
富
弘

美

術
館

～
草

木
湖

畔

定

員
先

着
百
六

十
人
　
費
用
七
千
円

申

７
月
1
0
日

金
〔
必

着

〕ま

で

に

、
ハ

ガ
キ
に
住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
電
話

番
号

・
会

員

は
会
員
番

号

を
記

入
し

て
、
〒
2
7
1
-
0
0
6
4
松
戸
市
上
本

郷
二
二
七
五
古
田
咲
子
（
℡
3
6
3
・
4

8
4
8

番

・
午
後
６

時
～

９
時

）
へ

暮

ら

し

の

中
の

木

彫

展

７
月
1
7日
金
～
2
1日
火
午
前
1
0時

～
午
後
６
時

会
場
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ

ト
ま
つ
ど
（
伊
勢
丹
松
戸
店
九
階
）

内
容
日
常
使
え
る
手
作
り
の
木
彫
工

芸
品

の
展
示
　
費
用
無
料

問
翠
光
会
・
宇
田
川
℡
3
4
3
・
9
5
4

4
番な

く
そ
う
差
別
と
偏
見

ま
も
ろ
う

人
権

市
民
相
談
室
人
権
担
当
℡
3
6
6
-

7
3
1
9
番

星

空

観
望

会

７
月
1
8
日
土
①
当
夜
の
星
空
ガ
イ

ド
＝
午
後
６
時
～
６
時
3
0
分
②
観
望

会
（
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
を
観
望
。

雨
天

・
曇
天
時
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ

ム
室
で
こ
れ
か
ら
の
天
文
現
象
や
二

ユ
ー
ス
を
解
説
）
＝
午
後
７
時
～
８

時
3
0
分
会
場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
室
・
屋
上
　
定
員
先
着
八
十

人
　
費
用

無
料

※
午
後
５
時
3
0
分
～
６
時
の
間
、
ド

ー
ム
で
音
楽
観
賞
が
で
き
ま
す
。

申
電
話
で
市
民
会
館

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ

ム
室
℡
3
6
8
・
1
2
3
7

番
へ

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

ロ

ケ

ッ

ト

大

会

７
月
２
日
日
午
前
９
時
～
正
午
〔
小

雨

決
行

〕
　

会
場

江

戸
川
河

川
敷

矢

切

グ
ラ

ウ
ン
ド
　

対

象
個

人

・
子

ど

も
会

な
ど

の
団
体

持
ち

物

ペ
ッ
ト

ボ
ト

ル
ロ

ケ
ッ
ト
　

費
用

三
百
円

※
ロ

ケ

ッ
ト

が
な

い
人

の
た

め

の
工

作

会
を
７

月
1
2
日
日

・
1
9日

日

・

2
0
日
祝
に
行
い
ま
す
（
材
料
費
九

百
円

）
。

申
電
話
で
お
お
ぞ
ら
を
と
ぼ
う
の
会

・
荒
井
℡
3
6
2
・
7
4
3
3
番
（
午
前

1
0時
～

午

後
３

時
）

へ

自

宅

の

健

康

診

断

７
月
2
2
日

水
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時
　

会

場
五
香
市

民

セ
ン

タ

ー

内

容

木
造

住
宅

の
耐

震
診
断

・
補
強

方

法
の
相
談
　
持
ち
物
自
宅
の
平
曲
図

（
間
取
り

図
）
等
　

費
用
無

料

※
次
回

は

新
松
戸

・
馬

橋
・
小

金
地

区

を
予

定
し
て

い
ま

す
。

申
電

話
で

建
築
指

導
課

構
造
設
橋

係

℡
3
6
6
・
7
3
6
8
番
へ

中

島

啓

江

・

デ

ュ

ー

ク

エ

イ

セ

ス

ふ

れ

あ

い

コ

ン

サ

ー

ト

９

月
1
2
日
土
午

後
３

時
開

演

会

場
市
川

市

文
化
会

館

定
員
千

五
百

人
（
抽
選

）
　

費

用
入

場

無

料

（
会

場
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
へ
の
ご
協

力

を
お
願

い
し

ま
す
）

※
集
ま

っ
た
お
金

は

、
社
会

福
祉
協

議
会

へ
す

べ
て
寄
付

し
ま

す
。

申

７
月
3
1
日

金

〔
消

印
有

効
〕
ま

で

に

、
往

復
ハ
ガ
キ

に
参
加

者
全
員
（
一

枚
五
人
ま
で
、
代
表
者
に
◎
を
付
け

る
）

の
氏
名

・
年
齢

と
代
表

者

の
郵

便
番

号

・
住
所

・
電

話
番
号

を
記
入

し
て
、
〒
2
7
2
-
8
5
8
0
市
川
市
市

川

南
二

の
八

の
八
京

葉

ガ
ス
㈱
コ

ン

サ

ー
ト

係
（

℡
3
2
5
・
3
1
7
0

番

）
へ

講
座
・
講
演

身

体

障

害

者
の

た

め

の

無

料

運

転

教

習

期
間
三
ヵ
月
間

（
入
所
日
は
1
0
、
1
、
4
。

７
月
の
月
初
　
　
　
　

め
）
　
会
場
身
体

障
害
者
運
転
能
力

開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
新
座

市
堀
ノ
内
二
の
一
の
四
六
）
　
対
象

身
体
障
害
者
で
、
就
職
の
た
め
自
動

車
運
転
免
許
を
取
得
す
る
人
　
費
用

教
習
料
＝
無
料
、
身
体
障
害
者
専
用

宿
舎
＝
有
料

問
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練

セ
ン
タ
ー
℡
0
4
8
・
4
8
1
・
2
7
1
1
番
、

F
A
X
0
4
8
・
4
8
1
・
6
5
7
8
番
（
月
曜
定

住

音

楽

の

広

場

（
合

唱

講

座

）

７
月
1
4
日
火
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
会
場
市
民
劇
場
費
用
テ

キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

申
当
日
会
場
で

問
矢
切
公
民
館
℡
3
6
8
・
1
2
1
4
番

I
S
O
九
〇
〇
〇
、
I
S
O
一

四

〇

〇

〇

講

習

会

７
月
2
7
日
月
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時

会
場
千

葉
県

自
治
会

館

（
千

葉

市
中
央
区
市
場
町
）
　
対
象
者
Ｉ
Ｓ

Ｏ
取
得
に
関
心
の
あ
る
県
内
中
小
企

業

の
経

営
者

や
推
進
者

定

員
先

着

百
五

十
人
　

費
用

無
料

問
千
葉
県
商
工
労
働
部
工
業
課
指
導

係

℡
0
4
3・
2
2
3・
2
7
2
5

番

千

葉

県

広

域

商

談

会

９

月
2
8
日
月

午
前
９

時
～

午
後

６

時
3
0
分
会
場
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会

議

場
（
千

葉
市

美
浜
区

）
　
内
容

曲
談

会

、
情

報
交
換

会
、
経

済
講
演
会
「
変

革
期
に

お
け

る
経

営
戦
略

」（
講

師

＝

波
頭

亮
氏

）
　

定
員

発
注
企
業

―
先

着
七
十
社

、
受

注
企

業

＝
先
着

二
百

社

費
用

八
千
円
（
受

注
企

業

の
み

）

問
財
千
葉
県
中
小
企
業
振
興
公
社
下

請
振

興
課

℡
０

・
2
4
2・
2
1
2
6

番

寺

島
文

化

会

館

裸

婦

デ

ッ

サ

ン

会
８
月
1
8日
土
午
後
２
時
～
５
時

会
場
寺
嶋
文
化
会
館
（
柏
市
柏
四
の

五
の
三
　

定
員
先
着
五
十
人

費

用
千
円

電
話
で
財
寺
島
文
化
会
館
℡
０
４

７
１
・
6
7・
６
１
ｒ
Ｄ
３
番
へ

社
交
ダ
ン
ス

ー
フ
リ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー

７
月
1
2日
日
・
２
日
日
、
各
午
後

２
時
～
５
時

会
場
勤
労
会
館

内

容
フ
リ
ー
タ
イ
ム
　
費
用
各
五
百
円

申
当
日
会
場
で

問
フ
リ
ー
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
会
・
小
河

℡
3
6
4
・
8
1
5
0
番
（
夜
間
の
み
）

無

料

法

律

相

談

会

７
月
1
8
日

土
午

前
1
0時

～
正

午
と

。

午
後
１

時
～

３
時

会

場
千

葉
県

弁

護
士
会

松

戸
会
館

（
松

戸

二

三
三

六

東
風

園

ビ
ル
三
階

）
　

内

容
千

葉
県

弁
護

士
会
松

戸
支

部
所

属
弁

護
士

に

よ

る
法
律

相
談
　

定

員
先

着
三

十
人

申
電

話

で
千

葉
県

弁
護
士
会
松

戸
会

館
℡
3
6
6
・
6
6
1
1
番
へ

借

地

・

借
家

の

無

料

相

談

７
月
1
3日
月
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

問
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷
℡

3
4
5
・
3
5
4
8
番

野

菊

野

保

育

園

「

保
母

体

験

サ

マ

ー
ス

ク

ー
ル
」

７
月
2
1日
火
～
2
7日
月
の
午
前
９

時
か
ら
（
日
曜
日
を
除
く
）
　
会
場

野
菊
野
保
育
園
　
対
象
保
育
や
福
祉

に
興
味
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
学
の

高
校
生
　
内
容
保
育
園
で
保
母
体
験

定

員
若
干
名
（
抽
選
）
　
費

用
無
料

申
７
月
1
3日
月
ま
で
に
、
電
話
で
野

菊
野
保
育
園
℡
3
6
5
・
8
3
8
5

番
へ

県立松戸国際高等学校開放講座

講座名 中国旅行会話
世界の家庭料理

ア味比ベ 親子のためのサッカー入門

日 時

7/18～11/7

原則として土曜日午前10

時～正午〔全10回〕

7/18～12/19

土曜日～午後1時～5

時〔全5回〕

10/6～11年3/5

①火曜日②金曜日、各午後7時

～9時〔火曜日＝全16回、金曜

日＝全17回〕

内 容

中国語の基本的な発音の

習得と中国旅行の基本的

な会話や旅行に関するさ

まざ まなノウハウの学習

世界の家庭料理作

りを通しての、各

国の食文化の学習

サロンサッカーを通してスポー

ツの楽しさを体験し、親と子の

ふれあいを高める

①火曜日…小学5･6 年生の親子

②金曜日…小学3･4 年生の親子
対 象 18歳以上の県民

定 員 各30人(抽選) 15組30人(抽選)

費 用 無 料

※実施要領は、同校開放講座事務局で配布(申込書付き)します。　　　　　・

7/13(月)までに 申込書にあて名を記入した返信用ハガキを添えて〒270 :

-2217 松戸市初富飛地3の1県立松戸国際高等学校開放講座事務局(℡386　

-0563 番) へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：

交

通

事

故

無

料

相

談

室

毎

週
月

～
金
曜

日
（
祝
日

を

除
ぐ
）

午
前
９
時
3
0
分
～
正
午
と
午
後
１
時

～

４
時
4
0
分

会

場
柏
自
動

車
保

険

請

求
相
談
セ
ン

タ
ー
（
柏
市

柏
二

の
五

の
七
住
友
生
命
ビ
ル
四
階
）
　
内
容
自

21世紀の森と広場パークセンター催し物

動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
や
任
音
自

動

車
保

険
の
請

求

に
つ

い
て

社
日

本

損
害

保

険
協
会

が
相

談
に
応

じ

る

※
電

話
で
の
相
談

を
受
け
付
け
ま

す
。

問
柏
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
℡
０
４
７
１
・
6
4
・
０
１
９
１
番

行 事 名 日 時 講 師 定 員

みどりの講習会「ハイ

ドロカルチャーのディ

ッシュガーデン」 ※１

7/19(日)

午後1時30分

～3時30 分

園芸研究家･

中川宏子氏
30人

こども自然体験

7/20祝

午前10 時～

正午

自然解説員･

佐藤隆士氏、

前園泰徳氏

小学生

20人

こども手づくり教室

｢ハンカチのあい染めと

草木染め｣(2回連続)※2

7/23木･8/22

土午後1時30

分～3時30 分

染色家・

小林優子氏

小学3年～

中学3年生

30人

自然観察会

｢夏休み親子トンボ観

察会｣

7/25土( 雨天

中止)午前10

時～正午

市教育委員会

・野口照彦
30人

みどりの教室「都会の

野鳥たち」

7/26(日)

午後1時30 分
～3時30 分

都市鳥研究家

･川内博氏
80人

園芸教室

｢夏の庭木のせん定｣

※３

8/5水

午前10 時～

11 時30分

みどりの相談

員・田口峯男

氏

30人

お
知
ら
せ

明

る

い
選

挙

啓

発

ポ

ス

タ

ー

と

標

語

を

募

集

ポ
ス

タ
ー

＝
明

る

い
選

挙

の
推
進

を
表
す
も
の
（
規
格
は
四
十
五
ン
チ
×

三
十
セ
ン
チ
以
上
で
五
十
五
ン
チ
×
四
十
ン
チ

以
内
）
　
標
語
＝
二
十
文
字
以
内
①
き

れ

い
な
選
挙

の
推
進

を
表

す

も
の
②

棄
権
防

止

の
呼

び
か
け
を

表
す

も
の

※
応
募

作
品

は
お
返

し
し

ま
せ

ん
。

９

月
４
日

金
ま

で

に
、
作
品

に
学

生
は

学
校
名

・
学

年

・
氏

名

’
性
別

を

、
一

般

の
人

は
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
性

別

を
記

入
し

て

、
直

接

ま
た

は
各

学
校

を
通
じ

て
市

選
挙
管

理
委

員
会
事
務
局
（
℡
3
6
6
・
7
3
8
6
番
）

へ高

校

生

の

税

の

作

文

募

集

テ

ー
マ
税

に
関
す

る
こ

と
　

字
数

三
千

字
以
内

（
一
人

一
編
）

申

９
月

７
日

月
ま

で
に

、
住
所

・
氏

名

・
学

校
名

・
学
年

・
学

校
の
所

在

地

を
記
入

し
て

、
直

接
ま
た

は
各

学

校
を
通
じ
て
松
戸
税
務
署
（
℡
3
6
3
・
1

1
7
1

番

）

へ

会場パークセンター（※3＝金ケ作育苗圃） 費用無料

（※1＝材料費1,500円、※2： 材料費250 円）

申電話でパークセンター℡345-8900 番へ（先着順）

北

千

葉

広

域
水

道

企

業

団

職

員

を

募

集

職
種
技
術
職
＝
電
気
上
級
（
大
卒

程
度
）
　
募
集
人
員
一
人
　
受
験
資

格
昭
和
4
5
年
４
月
２
日
～
5
2
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人
　
受
付
期
間
７
月

2
1
日
火
～
８
月
2
1
日
金
　
試
験
日
９

月
2
0日
日

問
北
千
葉
水
道
企
業
団
総
務
課
℡
3
4
5

・
3
2
1
1

番

市役所を名乗 った悪質 な電話 調査にご注意

最近 、市役所の「自治振興課」を名乗り、「あなたの

町会に助成金を出す予定だが、事務処理のためご主人

の名前･ 勤務先･ 電話番号などを知リたい」という手口

の電話調査が行われています。

市役所では、不特定の一般家庭に対して電話による

個人のプライバシー調査を行うことはありませんので、

ご注意ください。

地域振興課振興係℡　366-7318 番
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伝
統
的
技
法
が
生
み
だ
す

彩
り
の
世

界

新
進
気
鋭
の
友
禅
染
織
作
家
と
し

て
活
躍

ず
る
中
澤
英
高
さ
ん
。
第
三

十
五
回
日
本
伝
統
工
芸
染
織
展
（
出

品
数
百
四
十
点
）
で
最
高
作
品
に
贈

ら
れ
る
文
化
庁
長
官
賞
を
、
こ
の
４

月
に
受
賞
。

の
作

業
工

程
を

経
て
作

品

が
完
成

す

る

、
手
間

暇

の
掛
か

る
も

の
。

一
点

仕
上

げ

る
の
に

三
～
四

ヵ
月

、
年

に

数
点

を
仕

上

げ
る
の

が

や
っ
と

。

「
苦
労
が
多
い
ほ
ど
、
完
成
し
た

と

き
の
喜

び
は
ひ
と

し
お
」
。

文
化
庁
長
官
賞
受
賞
作
品
『
芭
蕉
』

伝
統
的

な
技
法
、

原
材
料
を
使
用
す
る

中
澤
さ
ん
の
友
禅
染

は
、
昭
和
6
2年
に
千

葉
県
伝

統
的
工
芸
品

に
指
定
さ
れ
、
今
ま

で
に
日
本
伝
統
工
芸

展
や
伝
統
工
芸
新
作

展
で
は
幾
度
も
入
選
を
果
た
し
て
い

た
。友

禅
染
は
、
図
案
の
構
想
を
練
る

た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
、
下

絵
、
糸
目
糊
置
き
、
地
入
れ
、
色
挿

し

、
糊
伏
せ
、
地
色
引
き
染
、
蒸
気

木
洗
い
、
模
様
仕
上
げ
、
上
湯
の
し

い つ ま で も 健 康 な 歯 で い た い

高齢者・母と子のよい歯のコンクール入賞者決定

高
齢
者
の
部
優
勝

細
井
ヨ

シ
エ
さ
ん

元
絵
の
た
め
、

好

ん

で
日
光

や

八
ヶ

岳

ヘ
ス

ケ

ッ

チ

に
行

く

。

「
群

生

す

る

草

花

に
季

節

ご
と

の
色

を
感

じ
ま

す

。
肌

で

感
じ

る
自
然
の
美
し
さ
を
表
現
し
た

い
」

と
構
想
を
練
る
。

心
を
穏

や
か
に
情
景
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
図
柄
に
色
挿
し
す
る
。
や

や
も
す
る
と
思

い
の
色
を
挿
す
こ
と

が
で
き
な
い
微
妙
な
作
業
。
そ
の
時

の
気
持
ち
が
色
に
影
響
し
、
作
品

の

バ
ラ

ン
ス

が
変

わ
る
と

い
う

。

受
賞
作
品
『
芭
蕉
』
に
は
、
伊
豆
の

植
物

園
で

ス
ケ

ッ
チ
し

た
芭

蕉

の
葉

と
坂

川
沿

い
に

生
き

る
草
花

の
表

情

を
観

察
し

な

が
ら

創
作

さ

れ
た
。

絵

柄
と

色
彩

の

バ
ラ
ン
ス

に
細

心

の
注

意
を

配
り

描
か

れ
た
芭

蕉

の
葉

は
、

絵
柄

と
繊

細

な
色

合

い

が
調

和

し
、
大
胆
な
力
強
さ
を
百
八
十
セ
ン
チ
四

方

の
空
間

に
感

じ
る

。

小

学
生

の
こ

ろ
か

ら
絵

を
描

く
の

が
好

き
で

、
市

内

の
展
覧
会

で

賞
を

取

っ
た
り

も
し

た

。
ま
た

、
友

禅
染

師
で

あ

る
父
を
手

伝

っ
て

い
た

こ
と

が
中

澤

さ
ん

の
作
家

と
し
て

の
素
地

と

な
る

。

一

時

は

、
別

の
道

を
進

ん
だ

が
、

作
品

を
作

り
上

げ
て

い
く
父

の
姿

が

忘

れ
ら

れ
ず

、
再

び
、
自
分

の
居
場

所

を
求

め
て
友

禅
染

の
世
界

へ
。
以

来

、
三

十
数

年
創

作
活
動

を
続

け

る
。

無

限

に

広

が

る
作

品

の
可

能

性

に

、
創
作
意

欲

が
飽
く
こ

と

は
な

い
。

「
作
品

は

、
作

者
の
考
え

や
情
念

な

ど
す

べ
て

が
現

れ
る
も

の
」
。

8020  (ハチマル・ニイマル）運動をご存じで

すか。

80歳になっても自分の歯を20 本以上保とうと

いう運動で、歯科保健知識の普及や定期的な歯

科健康診査を推進し、生涯を通じた歯の健康づ

くりを目的としています。

今年も日ごろ歯に自信のある80歳以上の人が

15人、昨年3 歳児歯科健康診査を受診したお子

さんとそのお母さんが4 組応募しました。

結果は次のとおりです。

「高齢者のよい歯のコンクール」

優勝細井ヨシエさん（83 歳・上本郷）

準優勝飯塚正吾さん（82 歳・根木内）

ク　野鄙貞巳さん（80 歳・中金杉）

「母と子のよい歯のコンクール」

優勝吉越里香さんと和也くん（牧の原）

なお、優勝者は７月に開催される県のコンク

ールに出場します。

問健康課保健係℡366-7486 番

子

ど

も

の

こ

ろ

か

う

小

魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い

ま

し

た

。

特

に

注

意

し

て

い

た

こ

と

は

な

い

の

で

す

が

、

今

で

か

食

後

の

歯

磨

き

は

欠

か

し

ま

せ

ん

。

せ
ん
べ
い
　
　
　
　
お
い

お
煎
餅
な
ど
も
美
味
し

く

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

母

と
子
の
部
優
勝

吉
越
里
香
さ
ん
と

和
也
く
ん

和

也

は
甘

い
も

の
が

大
好

き

な
の

で
歯

磨
き

に

は
注

意
を

し
て

い
ま

す

。
食

後
は

親
子
そ

ろ

つ
て
歯

を
磨

き
ま

す

。

最
初

は
面

倒
が

っ
て

い
ま

し
た

が

、
今

で
は

黙
っ
て
い
て
も
食
後
の

歯
磨

き
そ
し
て
い
ま
す
。

全
身

全
霊

を
ぶ

つ
け
、

出
来
上

が

っ
た

作
品

に

今

生

の
喜

び

を

覚

え

る
。平

成

８
年

度
か
ら
千

葉

県
伝

統
的

工

芸
品

後
継

者
養
成

事
業

で
、

後
継

者

の
育

成
に

も
あ
た

っ
て

い
る

。

父

か
ら
子

へ
、

そ
し
て

次
代

へ
と

友

禅
染

の
技
法

は

、
連
綿

と
し

て
受

け
継

が
れ

る
。
そ

れ
は
、

時
代

を
生

き
た
証

を
後
世

へ
送

る
よ

う
だ

。

（
小

山
在
住

）

午前10 時～午後7 時
森のホール21チケットセンター

取扱時間
℡384-3331 番（月曜日は休館）

（松戸市の市外局番は047 番です）

チケットガイド

期　日 内　　容 会　場 開演時間 料　金

7/10 金
森の名人会　出演：橘家圓蔵､立川志らく、

立川談春，林家たい平
小ホール 午後7時　全席指定3,500円

S席5,000 円

.　　　A 席4,000 円
午後2時　B 席2,500 円

学生2,000 円

全指定席

午後2時　　　　2,000円

｜(3
歳以上有料)

11土

松竹大歌舞伎　澤村藤十郎、中村翫雀（か

んじゃく ）、中村橋之助ほか出演　「操り

三 番叟 （さ んばそう）」「弁天娘女男白浪

（白浪五人男）」「蜘蛛（くも）の糸宿直噺」

大ホール

8/ 9(日)
夏 休みファミリー劇場 「アルプ スの少女

ハイジ」（小学生対象のミュージカル）
大ホール

10/9金

森のホール開館５周年記念公演

チェコ・フィルハーモニー管弦楽団（指揮

：アシュケナージ）モーツァルト/交響曲

38 番「プラハ」、マーラー/交響曲5番

大ホール

ISS 席12,000 円
Ｓ席10,000 円

午後7時　 Ａ席8,000 円
Ｂ席6,000 円

学生5,000 円

10/31土

森のホール開館５周年記念公演

ミュージカル「 ハウ・ツウ・デイト2 」

鳳羮、清水アキラ 、山崎－ 、大澄賢也ほか

大ホール

Ｓ席6,500 円

午後6時　 Ａ席5,500 円

30 分　 ．Ｂ席4,000 円

学生3,000 円

中澤英髙さん

※会場はい ずれも 森のホール21 ．

※　印は託児 サービ ス(有料・要予約)あり。詳細は森のホール21 にお問い合 わせを。

※学生席は森のホールチケット センターの みの発売 。

※相談はすべて無料です。○お気軽にご相談＜ださい　７月の相談あんない○

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆ テレ ホン 案内 サー ビス

〔当 日 の医療 機関( 待機病院 ，休日 在宅

当直 医, 夜間急病 診療所, 休日土曜日 夜

間歯科診 療所等) を案内し てい ます]

…… ℡366-0010 番

平 日 午後4 時30 分～ 翌 日 午前9 時

休日 と土曜 午前9 時～ 翌日午 前９時

◆ 夜間 急 病診 療所 …0368-3756 番

衛生 会館 内　 毎日 午後8 時～11 時

◆ 休日 土 曜日 夜間歯 科 診療 所

… …365-3430 番

衛 生 会館 内　 午後８時～11 時

人
ひと日本伝統工芸染織展で

文化庁長官賞を受賞

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 問 相 談名 期　 日 時　 間 会　場 問

交通事故
月～金曜日

午前9時～午後5時
市民相談室 市民相談

室※金銭
相談の相
談も行い
ます。 人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談コー
ナー

千葉
地方
法務
局松
戸支
局　
市援
護課
庶務
係

市政･一般 午前8時30分～午後5時 6(月) 馬橋支 所

7火 六 実支 所
法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

7火 小金支 所
第1月曜日 午前9時～正午

次回は〔8/5水〕 常盤平支所
税務相談 第2金曜目 午後1時～5時

次回 は〔8/5水〕 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分
次回 は〔8/6木〕 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(℡363-6278番)でも行っています。

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後4時
心

配

ご と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談コー
ナー

社会
福祉
協議
会　
36
8-
05
03

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 6月 馬橋支 所

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課 7火 六 実支 所

労働相談 第1月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係

7火 小金支 所

15水） 常盤平支所
※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(℡361-4089番)でも行っています。

15 水 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

巡

回

年

金

相

談

次回は〔8/4火〕

午前10時～午後3時

常盤平支所
国民年金
課摘要係
※左記以
外の日は
国民年金
課へ

国民年金

16 木 小金原市民センター

7火 小 金 支 所

ゆ う ま つ ど

こ ころ の相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性 セ ン タ ー

（ 相 談 室 直 通 ）

℡363-0505 番

10(金) 小金原支所 第2～第4木曜日

14 火 馬 橋 支 所 第1木曜 日 午後2時～8時

17 金 六 実 支 所 女 性就業 相談 火･金曜日 午前10時～午後4時

21 火 新松戸支所 女 性 パート

労 働 相 談
7火

午後1時30分～

午後4時30分
女 性 セ ン タ ー

℡364-8778 番
24 金 矢 切 支 所

就学 相談( 予 約制)
月～金曜日 午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

℡366-7461 番28 火 東 部 支 所 教育 相談( 予 約制)

消費生活相談 月～ 金曜日 午前9時～午後4時
消費生活センター

℡365-6565 番
青 少年 相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少年 セ ン タ ー

℡363-7867 番

育 児 相談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北 松 戸 保 育 所

℡367-4646 番

青 少年 相談( 来 所)

〔予約 制〕
午前9時～午後5時

少年 セ ン タ ー

℡366 一7464 番
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